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令和3年度 第6回ＦＳＤ研修会  

テーマ：オンライン授業の効果的な活用 

日 時：令和 4年 3月 25日（金） 14：00～16：17 

会 場：Teamsによるオンライン開催 

主 催：東北工業大学 FD委員会 

 

 

演題・講師： 

1. リアルタイムオンライン Tips   下總良則准教授（産業デザイン学科） 

 

2. 「創造開発」におけるデジタル化ファシリテーション活用とその成果 

大石加奈子准教授（経営コミュニケーション学科） 

水野文雄准教授（電気電子工学科） 

 

3．ハイブリッド授業設計における留意点について 

田村英樹教務委員長 
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小林ＦＤ委員長 定刻になりましたので、ただいまから第 6 回ＦＳＤ研修会を始めたいと思い

ます。今年度最後のＦＳＤ研修会として、今回はオンライン授業の効果的な活用をテーマとし

ました。オンライン授業を 2 年間経験されたわけですが、これから対面の代替からさらに効果

的に活用していくことを皆さんに考えていただくきっかけとしたいということで、本日はこの

ようなテーマで研修会を設定いたしました。ＦＤ委員会と教務委員会の共催という形で、特に

オンライン授業に関して特色のある授業運営をされている先生に事例紹介という形でお話をい

ただいて、これからのオンライン授業の在り方について考えていく機会としたいと思っており

ます。 

開催案内にも書きましたが、今年度の 4 月に学長ビジョンとして出された内容の中に、教育

の高度化、質の向上として、本学の教育に効果的にオンライン授業を取り入れていくと書かれ

ております。オンライン授業も 3 年目になると、これまでの延長線上でということになりがち

ですが、特に教育上、オンライン授業をどのように使うと効果的なのか、年々工夫を重ねてい

らっしゃる先生も多いと思われますので、ぜひそのようなほかの先生の取り組み事例を参考に

していただきながら来年度の授業運営に活かしていただければと思っております。 

今回ご登壇いただきますのは、先日、開催案内とともにお送りししましたが、教育学術新聞

で募集しました「学修成果を踏まえたＩＣＴの活用」の特集に、本学から応募されました下總

先生、大石先生のお二人です。 

教育学術新聞では、全国から特色のあるオンライン授業を実践されている先生の募集があり、

本学では前期の終了後に皆様から提出いただきましたオンライン授業のアンケート結果に基づ

いて、その中でも本学として推薦できる先生ということでお二人を推薦いたしましたところ、

教育学術新聞に取り上げていただいて記事になりました。全国的にもとくに高く評価されたわ

けです。これからの皆様方の授業運営の参考になると思いますので、有意義な研修会となると

期待しております。 

それぞれの先生方にお話をいただきまして、その後、田村教務委員長のからオンライン授業

を行う上で制度上押さえておかなければならない点をご説明頂き、加えて目黒教務学生課長か

ら来年度拡充されます自動録画システムについての補足説明をしていただきます。 

それでは下總先生からお話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

下總准教授 初めまして。産業デザイン学科の下總です。本日はどうぞよろしくお願いいたし

ます。私の授業は「アイデア基礎および同演習 I」という産業デザイン学科の 1年生の前期の授

業です。 

本日は、そのダイジェスト版といいますか、時間を短縮したバージョンで皆さんに体験いた

だけたらと考えています。最初にお話しさせていただきたいのですけれども、今日、私がお話

ししているんですが、アイデア基礎の授業は実は私だけでは成り立たっていませんで、堀江先

生、坂川先生、非常勤の石井先生という方と一緒に実施しているオムニバス授業です。先生方

のご協力なしにありえない授業ですので、改めてこの場を借りしてお礼申し上げたいと思いま

す。ありがとうございます。 

今日はですね、アイデア基礎の中から、教職員の皆様にぜひ 1 年生の学生の気持ちになって

いただいて、1 年生の前期にこれをやるんだなという前提を頭の片隅においていただきながら、

是非参加いただけたらいいなと思っています。 
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今日扱うテーマはクリティカルシンキングです

ね。これをやっていきたいと思います。クリティカ

ルシンキングがなぜデザイン教育に必要かという

ことなんですけれども、沢山アイディアを出すので

すね、アイデア基礎の授業の中で。その時、沢山出

したアイデアの中からどのアイデアを選べばいい

のかということで判断に困るケースが実社会では

多くありまして、実際私も現場でたくさん困ったこ

とが沢山ありましたので、そういう意味でクリティ

カルシンキングを学ぶことを大学授業の導入部分

であるこの授業で扱っています。 

是非意識してほしいなと思うのは、分析するって

どういうこと？ということなんですけれども、分析

するってつまりは、自分の意見を結論付けるって認

識していただけたらいいかなと思っています。たと

え話ですけれども、これから出かけようとするとき

に、空に雲が出てきました。そんな時って雨の匂い

がしてきますよね。雨が降りそうだなって思います

よね。そこまでは誰が見てもわかるんですけれど

も、じゃあそこでどうするって考えたときに、傘を

持っていくと結論付ける、ということが分析すると

いうことですね。例えば、お出かけするときに、じ

ゃあ傘持って行ってねってとなるんですけれども、バイクで出かける人だったらカッパを着て

いきなよとかそんなことを言うんじゃないかと思うんですね。分析して結論付けることは、相

手が誰かによって言うことが変わるんですよね。そんなことを頭の片隅においていただけたら

と思います。 

今日は皆さんこういった機会なので、ZOOM 使ってますし、ブレイクアウトセッションをやっ

てみたいと思います。今ですね、私のほうでこの部屋に入ってきた順に 3 人一組のチームを組

ませていただきました。そのメンバーでブレイクアウトセッションをやってみていただけたら

と思います。 

学生達が授業で初めて体験するブレイクアウトセッションは、初めましてなので自己紹介を

兼ねています。話すお題は、休日の楽しい過ごし方です。これを考えてメンバーに伝えてみて

ください。一点注意事項なのですが、万が一回線が重かったりしますと取り残されちゃうこと

がありますけれども、その場合は、まずは落ち着い

ていただいて、ZOOMを出ていただき、再度、ご案内

している URLからご参加いただだけたら幸いです。 

3人一組のチームなんですが、お一人は伝える役。

楽しい過ごし方を伝える役ですね。お一人は聞き

役。お一人はオブザーバー。見ている役ですね。最

初に役割を決めていただきたいんですけれども、お
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伝えする役の方は是非 2 分でお伝えしてみてください。オブザーバーの方はその様子を見てい

て最後に 1 分で良かったねという点と、もう少しこうしてみたら伝わるかもねという点があれ

ば是非フィードバックいただけたらなと思います。それでは休日の楽しい過ごし方を伝えてみ

てください。 

― ブレイクアウトセッション実施中 ― 

どうでした？難しかったですかね。やってみて、伝わったかなと思う方いらっしゃいます？

あ、いらっしゃいますね。ありがとうございます。何名の方がおられましたね。ありがとうござ

います。では次に進んでいきたいと思います。 

今回、実はクリティカルシンキングということで、本題を学ぶ前に休日の楽しい過ごし方を

チームメンバーに伝えてもらったんですが、考えをロジカルに伝えるためにピラミッドストラ

クチャーというものを組むという考え方がありま

す。ピラミッドスラクチャ―ってどういうものかっ

ていうと、こういうふうなロジック構造になってい

るんですね。まず最初に伝えるべき結論がありまし

て、たとえばお出かけするのが好き、と言った感じ

ですね。その結論だとすると、何故お出かけするの

が好きなのかを伝える根拠が例えば 3つあるとしま

す。こうこういう理由で、ということですね。3 つ

の根拠だったらその下に実際、事実としてこういう

ことがあるから根拠が言えるんだよね、ということ

が言えるという形で、ピラミッドの構造に近いよう

な形なので、ピラミッドストラクチャーと言いま

す。結論を根拠が支え、根拠を事実が支えるこの構

造をピラミッドストラクチャーというんですが、こ

の論点のセットをフレームワーク、枠組みと言った

りします。例えば吉野家の牛丼がいいよといった結論にしましょう。この時に吉野家の牛丼が

何でいいのかというと、早くて安くて旨いからという根拠になったりします。早くて安くて旨

いからの、早いは、この前入ったら 5 分経たずに出てきたよ。安いはワンコインでおつりが来

たよ。旨いからあの牛丼のつゆだくがおいしいですよ。のような感じで、根拠があったらそれ

に繋がる事実があるよ、ということですね。 

なお、クリティカルシンキングにはポイントがありまして、結論と根拠の関係性を常に疑う

ということをするんですね。吉野家の牛丼がおいしい。それは早くて安くて旨いからというこ

とになるんですけれども、早ければ吉野家の牛丼がおいしいのか？みたいなことですよね。こ

の関係を疑って考えることが結構大事になってきます。根拠は 3 つから 4 つあっていいんです

けれども、事実が多すぎるとよくわからなくなるので、事実は 1 つか 2 つぐらい上げられると

いいと思います。 

これからまたブレイクアウトセッションをやってみたいんですが、今度は外国人旅行客のス

ティーブさんが日本に来るというので、ベスト・オブ・日本食を彼に伝えるためにピラミッド

ストラクチャーを考えてみてください。各自、どのようなピラミッドストラクチャーにするか

考える時間が必要だと思うので、3分ほど時間を差し上げます。紙など用意していただいて考え
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てみていただいてよろしいですかね。今日は時間がないので、結論と根拠 3 つのみで大丈夫で

す。 

― ブレイクアウトセッション実施中 ― 

では、時間になりましたのでそこまでとしたいと思います。続けて、またブレイクアウトセ

ッションを始めていきたいと思います。先ほどのチーム内で各自考えたピラミッドストラクチ

ャーを基に、チーム内で共有いただいて、チーム内で結論を一つに纏めてみてください。結論 1

つと根拠 3つのみで大丈夫です。作業時間を 5分で纏める時間を 2分ほど取りたいと思います。

また 3 人で 1 チームなんですが、二人は 5 分間、意見交換をする役で、もう一人はオブザーバ

ー役でご担当いただけたらと思います。オブザーバー役の方にお願いなのですけれども、残り

2 分の時点になりましたらお手元の紙に箇条書きで大丈夫ですので、チームの結論と根拠 3 つ

を書き、写真を撮ってデータをこちらのメールアドレスに送っていただいてよろしいでしょう

か。 

― ブレイクアウトセッション実施中 ― 

今送っていただいたメールなんですけれども、私の手元の ipad の画面が今、画面共有で写っ

ています。この左上にエバーノートがあるんですが、クリックすると皆さんが送ったメールが

どんどんここ入ってくるんですね。エバーノートのメール転送機能を使っているんですが、タ

イムラグが若干ありますが、どんどん入ってきます。因みにこのメールアドレスなんですけれ

ども、使い捨て出来るんですね。ここをワンクリックすると、また先ほどとは異なるメールア

ドレスが作れるので、例えば、一度授業でメールアドレスを使ったら、新しくメールアドレス

を取得すると、迷惑メールが届くことがなくなります。私の授業でやっているのは、エバーノ

ートに入ってくるこれらの学生回答を見ながら、受講生全員の学びに貢献できそうだなと思っ

た回答を画面共有いたします。エバーノートの右下の部分のところをクリックすると、「共有エ

クスポート」というのがあるんですよね。これをクリックしまして、その他の中の一番下に note

って確認できますかね。これ MetaMojiっていう、フリーでも使えますし、500 円ぐらい払うと

ずっと使えるアプリなんですが、これなかなかいいアプリでですね、先ほど皆さんが送ってい

ただいた画像をホワイトボード上に書き出せるんですよね。そうすると、すべての受講生にこ

の画面を共有しつつ、かつ、ここに私の手書きでフィードバックを返せるんですよね。すごく

簡単にできるので皆さまぜひ試していただけたらと思います。 

もう少しお話しすると、今回初チャレンジでうまくいっていない方もいらっしゃると思いま

す。実際の授業では、ちょっとずつオンラインツールを組み込んでいます。受講学生もこのよ

うなオンラインツールは初めてですが、それでもリアルタイムオンラインで授業を受けていま

す。 

実際のアイデア基礎の中では、対面授業の中で双方向性のリアルタイムオンライン授業をや

るということをやってまして、なぜ対面授業で初回やるかというと、躓いた学生がいたとして

もフォローできるんですよね。すぐフォローしますと彼らはデジタルネイティブなので、仮に

休んだ学生がいたとしても、周りの友達が進んで教えちゃう。見ていると、使いこなすのが早

いですね。 

さて、ここで皆さんにお伺いしたいんですけど、ちなみにスティーブって誰ですか？ってい

うのが話の落ちなんですけれども、スティーブって白人男性をイメージなさいませんでしたか

ね。これが落とし穴で、ここでの設定では彼、サウジアラビア人なんですよ。ハラールがあるん
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で豚料理 NG だし、飲酒はダメだし、醤油にもアルコ

ールが含まれているんでダメなんですよね。ここで

提供する学びとしては、実社会ではこんなことが起

きたりするよ、ってことなんですよね。 

このピラミッドストラクチャー、フレームワーク

っていう物事を考えるときの論点のセットのことで

すけれども、ポイントは二つあって、冒頭にも伝え

ましたが、相手によってフレームワークが変わるん

だということですよね。白人のスティーブさんとサウジアラビアのスティーブさんだと違って

くるよということです。どうしてもわからないことがあるときは、前提条件を置くことが大事

になってきますよということでした。以上、アイデア基礎では、こういう授業をしておりまし

た。皆さんいかがでしたでしょうか。 

最後に、この下總の研修から一つだけ学びを持ち帰るとしたら、どんなことを持ち帰るか教

えていただきたいんですが、是非チャットに一言、書いていただけるとありがたいです。「大変

参考になりました」ありがとうございます。実際に授業はこんなふうに学生達から上がってく

るコメントに対して一つずつ回答するんですよね。彼らはどう思うかというと、物理的に距離

が離れているオンライン授業なんですけれども、教員はきちんと意見を見てくれているんだな

という姿勢を示すことができるといいますか、オンライン授業ってリアルの対面授業と比べる

と、こちら側とか相手側とか様子をうかがう手段が圧倒的に少ないので、こういった反応を大

切にしています。授業の残り 10 分か 15 分ぐらいのところで、授業の学びで持ち帰るのに一つ

だけ選ぶとしたら何を選ぶ？みたいなことを書いてもらっています。その中でいいことを言っ

ているなというのが上がってくるんですよね。その場合、その学生に詳細を発言して共有して

もらうと、さらに他の受講生に、もう一段階深い学びを提供することが可能です。 

皆様、コメントもたくさんありがとうございました。ここでマイクをお返ししたいと思いま

す。 

 

小林ＦＤ委員長 下總先生どうもありがとうございました。実際の先生のオンライン授業その

ものを体験できると思わなかったものですから、戸惑ってしまいましたが、非常に面白い授業

をされていると実感することができました。チャットの中に皆さん沢山書き込まれていらっし

ゃるので今日の感想、コメント等私も非常に興味深く拝見しております。自身の授業に取り入

れるにはちょっとハードルが高いですが、このような形で学生に参加させて、直接やり取りを

するということを、下總先生は対面授業の中でこのようにＩＣＴを活用して実践されていると

のことでしたが、私もリアルタイム・オンライン授業の中でこのようなことが取り入れられた

ら、と思いました。 
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研修会参加者からのコメント 

下總先生の「リアルタイムオンライン Tips」を受講されたご感想をお聞かせください。 

面白い取り組みを体験できてよかったです 

学生と教員の双方向の即時性についていろいろと苦労していたので、とても参考になりました。 

学生のリアクションをすぐに受けて、そこから講義を構成していくことが理想でしたので。座学

的（一方的な学問内容を提示する）講義内容の場合はもう少し工夫が必要だと思いました（特に

MC 学科の講義の多くはアクティブラーニング出ないケースが多いので） 

なかなか面白い授業でした。知らないソフトウェアの情報も知れてよかったと思います。個人的

に電子機器の使い方には自信がありましたが、自筆でメモを取り、その写真をとってメールで送

るのはかなり煩わしい感じがしたので、すべてが PCで済むともっと早くできるのかなと思った。 

オンライン授業は先生が一方的に発信して、学生はひたすら受け身になっているのではないかと

思っていましたが、そうではないことを実感しました。 

一緒に授業を担当しているので、内容については承知してました。ブレイクアウトルームで他の

方がどのようにディスカッションをするのかを実際に確認できました。 

実際に体験してみて、学生にどう見えているのか、学生がどのような気持ちなのかが実感できま

した。ありがとうございました。 

当方の技術的な問題で上手く使いこなせなかったが、授業で使用しているツールを使った講演は

新鮮だった。今後、実際の授業を参観（可能なら教職員も参加）しながらの FSD 研修という形も

あり得るのではないか。 

ブレイクアウトルームについて知らない技術があったので、参考になった。 

ただ、直近で担当している授業で使えそうな場面は思い浮かびませんでした。 

学科の「ドキュメントコミュニケーション」でも同様のことをやっていて、しかも下總先生のは

オンラインで 

双方向なところがより面白いと思います。 

evernoteを使ってみたいと思った。 

Zoom ブレイクアウトルームの使い方が参考になりました。 

面白かったのですが、僕のパソコンにマイク機能がなく、チームの 2人の先生にはご迷惑をおか

けしていしまいました。学生たちはみなさんきちんと機能があるものを使用しているのだと思い

ますが。 

「ノート」の活用など、興味深かった。 

講義自体のおもしろさ、機器を使って学生を以下に参加させるかの勉強になりました。同時に機

器の使い方がわからず置いていかれた時の学生の気持ちも実感できました。 

一方的に手法を伝えるだけでなく、実際学生に思考させることがオンラインによって可能になる

点は素晴らしいと思った。消極的な学生もこの方法であれば参加しやすいのではないかと感じ

た。 

残念ながら，カメラとマイクが動作せず，やっとつながったと思った時には，終了 2分前でし

た。ローテクが身に沁みました。 
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実際の授業のように体験できて良かったと思います。メールアドレスが表示されたところでハー

ドルを感じたのが意外でした。同時に、どんな情報提示が学生にとってわかりやすいのか、負担

に感じるのか、意識になる必要があると感じました。ありがとうございました。 

オンラインで学生へ課題を与えて、チームで議論させ、課題を解決させていき、その解答を確認

しあいながらその講義の狙いを達成させていく双方向性の面白さを感じました、このようなこと

に慣れていないと戸惑くことが多くありましたが、大変面白く、興味を持ちました。ありがとう

ござました。 

現在の IT技術で可能な形態と具体的な利用方法を学べたことが収穫でした。 

ZOOM で受講者同士でグループを作り、意見交換が出来ることを初めて知りました。 

今後の参考にさせていただきたいと思います 

「オンライン授業」の工夫は大切。でもそれとともに「オンライン授業」を実施する自分のデジ

タルリテラシーの向上も大切。実感しました。ありがとうございました。 

対面とオンラインの融合というスタイル、興味深く、楽しく体験しました。学生はすぐに慣れ、

身につくことを実感できました。コロナ禍とは関係なく、教育手法の開発という視点で今後の発

展を期待しています。 

オンライン授業で学生同士で議論させるには，教員側も訓練が必要と感じました． 

私も下總先生と同様、「アイデア基礎および同演習Ⅰ」という授業の担当教員の一人ですが、今

回始めてプレイヤーとして（学生側として）参加し、改めてこの授業の新奇性に気づくことがで

きました。対面とリモートのハイブリッドは、必ずしもコロナ対策という意味合いだけでなく、

新たな学習方法の可能性の提示でもあるのではないかと考えています。それは双方向性であり、

リアルタイム性であり、ICT技術の活用です。特に、産業デザイン学科の、協調学習（グループ

ワーク）や協同問題解決を必ず経験するカリキュラムに対して、どうやって設計するのか？どう

やって学習効果を上昇させるのか？に対する 1つのヒントを得られたと感じています。 

普段の授業の雰囲気がとてもよくわかりました。ＬＤ学部の学生は、工学部の学生と比べて、コ

ミュニケーション能力が高いと感じます。 

授業さながら、受講生にアクティブな活動場面をつくっての本日の事例紹介は大変わかりやすい

ものであり、貴重な体験ともなりました。ありがとうございました。 

ブレイクアウトセッションで他学科の先生方とやり取りができ（T科松田先生 北先生）、大変

有益な機会を持てた。スティーブさんと聞いて白人男性を想定しており、 サウジアラビアのイ

スラム教徒の方とは思わなかったため、名前だけで人を決めつけないよう人種や国籍、宗教につ

いても配慮が必要であると感じた。    （ハラルに配慮した調理方法の日本食となるとお鮨

は難しい）  

講演を簡潔にまとめていただけると、助かります。 

オンラインと対面授業のそれぞれの良さを活かしつつ、学生とのインターラクションを適切に取

れている点が参考になしました。 

学生にこれまで指示して実施していた「写真に撮ってメールで送信」の際、送信先のアドレスが

初見の場合等、大変手惑うことを実体験した。また、メール送信の際に、そのルール等について

各種注意を指導しても、制限時間等が設定されていると、慌ててなかなか指示通りに送信できな

いことも実感しました。（今回の体験では、私自身慌ててしまい、大学のアドレスではなく個人
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の gmailから送信してしまいましたし、かつ、タイトルや本文未記載の写真添付だけのメールを

送信してしまいました。これが逆の立場で定期試験だったら、試験後、学生には厳しく注意して

いたと思います。） 

ブレークアウトルームを初めて体験しました。非常に面白かったです。授業や学会で取り入れて

いこうと思います。ありがとうございました。 

ツールとしてのブレイクアウトルームやエバーノートの有用性を実感できました。ただ、参加者

への事前周知があったほうがよかったと思います。場合によってはカメラやマイクがついていな

い PC もあることを想定していただきたく存じます。また、個人スマホ端末を業務研修で使用する

ことが適切だったかどうかは疑問に感じました。 

面白かったです。自分の授業で使えるかもしれない。 

大変楽しく参加させていただきました。自分の授業にどれだけ立つようできるかはわかりません

が、参考になりました。また、evernote等外部のサーバにアクセスするようなツールを活用され

ていましたが、情報漏洩やセキュリティーは大丈夫なものなのか気になりました。 

 

研修会参加者からのコメントに対する下總先生からのコメント 

みなさま、ご感想、ご意見お寄せくださってありがとうございます。今回は時間が限られた研修で

したので、ご不便おかけしてしまい、すみません。実際の学生たちの授業ではここでいただいたご

指摘は、十分配慮して実施しておりました。 

オンラインやデジタルツールに慣れていない先生方もいらっしゃるとは思うのですが、コロナ禍の

ために全世界がオンラインに取り組んで 3年目です。このため、この分野にベテランはおらず、も

し仮に居たとしても、せいぜい 2年の経験値で、不慣れなのは当たり前、全世界がそうです。です

ので、ぜひ失敗を恐れず、この新しい可能性を積極的に授業に取り組んでいただけたらと思います

し、私の紹介事例がその Tipsになったらと願う次第です。 

デジタルネイティブ世代、とはすでに聞き慣れた言葉ですが、6年後にはその次の世代が大学に入

学します。彼らはヴァーチャルネイティブ世代。対面授業で言われていた良さがオンライン上でで

きてしまっている仮想現実が当たり前の世代です。彼らが大学に入学するまでそれほど時間がな

く、我々教育側のデジタルリテラシーのアップデートも必須であると考える次第です。 

この分野にまだベテランはいません。今回の研修が、みなさまの学びになることを願っておりま

す。 

 

小林ＦＤ委員長 それでは続きましてＭＣ学科の大石加奈子先生から話をいただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

大石准教授 大石です。よろしくお願いいたします。本日はこのような機会をいただきまして

心からお礼申し上げます。大勢の先生の中で私を知らない先生もいらっしゃると思いますので

自己紹介をさせていただきます。 

□プロフィール 

私は大阪で生まれ神戸で勉強しました。専門は技術者のコミュニケーションスキルです。資

格はコーチ資格やプレゼンター資格といったコミュニケーション関係の資格です。所属学協会

はご覧の通りです。招待講演などはもう 10年以上あちらこちらでやってきております。主に大
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学工学部、高専、技術系企業などでコミュニケーシ

ョン講演や研修を多く行ってきました。最近は航空

管制塔の技術者にコーチング研修を行いました。 

□講演のテーマ 

今回の講演テーマは「「創造開発」におけるデジタ

ル化ファシリテーション」となっていますが、実は

真のテーマがありまして、「IT 音痴の私が歩んだコ

ロナ禍の 2 年間」というものです。私は先ほどの下

總先生ようにＩＴスキルを持っていません。このよ

うな研修に引っ張り出されるようなパソコンスキル

を持っていません。WebClassとか Teamsとか、使い

方がよくわからなくて三日に一度、情報センターに

電話してお世話になっていました。2 年ほど前に初

めて「ズーム」っていう言葉を聞いて「え、それな

に？」と思った私が、その 2年後に私が Zoom 教育の

やり方の講演をするなど想像もしませんでした。 

□講演の結論 

私がこの 2 年を経て思ったのは「対面、オンライ

ンのボーダーを超えて人の心が繋がる教育環境を創

ろう」ということです。 

IT機器の使えなかった私の 2年間の紆余曲折を話

すことにより、コロナ禍で多くの工夫をされている

先生方と新しい教育環境についての議論ができるき

っかけになるかもしれない。それが今後の教育界全

体の発展につながるのではと思いました。 

□CONTENTS 

本日はご覧の①～⑨の手順で、この 2 年間で私が

手掛けたいろいろな IT 活用授業についてお伝えし

てまいります。 

1⃣私の対話型授業の定番スタイル 

まず私の対話型授業定番スタイルについてです。 

私は、時代の先端をいくアクティブラーニング実践

者です。2005年以前から双方向型の授業を幅広く行

ってきました。ご覧の写真のように製品開発、問題

解決 PBL、反転学習文書コミュニケーション、異文

化コミュニケーション等、効果を認められ、いくつ

もの学会に多く取り上げてもらってきました。 

2⃣ 対話型授業実施のすべがなくなった 

2020 年春にまさかのコロナ禍が始まり、対話型授業を専門にやってきた私は大変困りました。

やるすべがないのです。コロナは短期間で過ぎ去り 2，3か月後にはもと通りにやれたらと心か
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ら願いました。しかしいつまでも続き、しかも甚大

になっていきました。 

私が専門とするコミュニケーションの科目は、何

とか概論とか、かんとか総論とかのナレッジ寄りの

授業ではありません。大人数でも、静かに着席させ

て一方向の講義をするだけなら気をつければでき

ると思います。しかし「交渉学」は理論を教えるだ

けでは、実際に交渉のできる人になる目標は達成で

きない。「コーチング」の知識を伝えるだけでは絶対

コーチングを活用できるようにならない。運転やピ

アノの習得と同じで実技よりの科目なのです。運転

にすれば、教習を受けるだけではダメ、実際に車を

運転する練習をしないと必要な技能が身に着けら

れない。ピアノにすれば、楽譜を理解するだけでは

弾けるようにならない。自分の手でピアノが弾く経

験がいる。「コーチング」や「交渉学」には、「対話」

という実技が必要です。教室には受講学生数が多

く、対話量はパーティ会場と同じほど。これは許容

されません。 

そこでパーティ会場では実際どのように運営さ

れているか参考にしようと思いました。MC学科の卒

業生が勤務している勝山館でパーティはどうやっ

ているのか調べてみたら、「実施のめどが立たず休

業中」。「2021年春に営業終了」これを知って驚愕し

ました。日本ファシリテーション協会、日本コーチ

連盟などはどうかと見てみると、どこも集合研修は

全国的にストップ。貧乏になっても実施は社会的に

許容されにくい。私は授業を実施するすべが見つか

らず、私の科目「コーチング」「交渉学」「ファシリテーション」も営業終了しかないんかな・・

と悩みました。 

3⃣ オンラインを始めるきっかけは Zoomとの出会い 

その 1、2 か月後ぐらいに、日本ファシリテーショ

ン協会、日本コーチ連盟などではオンラインミーテ

ィングツール Zoom で研修を始めていることを私の

コーチから聞きました。また、バーチャルホワイト

ボードというものが存在しているのを知りました。

しかし私はもっと困りました。なぜなら私は IT 音

痴なので、そんなもの使えるわけないと思いまし

た。けれども営業終了できないから Zoom の本をい

ろいろと読んで自分で使い方を学びました。最初は何がわからないのかわからないほどわから
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ない状態でした。コーチ資格更新の機会などを活用して、Zoom の研修に参加してやり方を学び

ました。そこでブレイクアウトルームなどZoomの機能も用いたコーチング研修を体験しました。 

大学からも Zoomライセンスを分けてもらえました。ホストとして研修ができるように仲間と

何度も何度も練習を繰り返しました。やってもやってもわからないことにぶつかってばかりで

大変でした。 

4⃣「コーチング」オンライン授業で心がけたこと 

2020 年 6、7、8月に「コーチング」オンライン授業

を始めて実施できました。学生は初めてでも比較的

容易にオンライン授業に馴染み、楽しんでコーチン

グスキルを修得していました。デジタルネイティブ

ってこういうことだと思いました。 

私は、対面授業の内容をそのままオンラインに移

行するだけでは、価値のあるクラスの提供にはなり

にくいと思いました。私が「コーチング」オンライ

ン授業を実施するにあたり、心がけたことは次の 5つです。 

1：心理的安全状態をつくる（ミュージック、クイズ、ゲーム、） 

2：学習者がヴィジョンを共有する 

3：アテンションを増やす、単調にならない（動画を流す、画面や声に変化をつける） 

4：受講者の意思表示の機会を多くする（マイク、チャット、投票、反応） 

5：講義・グループワーク・共有のサイクルを短時間で回す 

では、一点ずつ簡単にお伝えしていきます。 

1：心理的安全状態をつくる（ミュージック、クイズ、ゲーム） 

一つ目は心理的安全状態を作るということです。オンラインが孤独になりがちと言われるの

は授業で心理的安全性を感じにくいからではないか。自分はただの傍観者、大勢の中の一人に

すぎず一人の人間として大切にされている実感がもちにくいからでは、と考えました。 

だから、ここは何を話しても安全なところと感じられるバーチャル空間をつくること、人ひ

とりが自分は大切に尊重されているという意識をもてるようにすることが大切だと思いました。

そこで授業開始の 15 分程前から Zoom 画面上にクラッシック音楽を流してリラックスできる環

境をつくり、同時に「投票・アンケート」機能などを使って、一人ひとりが今日の気分を表現で

きるようにしました。気分以外に、毎回、旬の話題を皆で楽しめるようにしました。例えば、 

・夏にはどんな食べ物で元気がでますか。1 果物、2野菜、3お肉 4スイーツ 5断食 

みなが自己開示をしやすいバーチャル空間にすることで信頼感や、学習意欲につなげようと

思いました。そして開始時間になったら、「皆さんこんにちは。大石です。みんなオンタイムに

入ってくれてありがとう！今日はコーチング授業 2回目ですね。」と明るい笑顔でウェルカムを

示します。 

2：学習者がヴィジョンを共有する 

二つ目の学習者がヴィジョンを共有することについてです。指導者には授業の目標がありま

す。その達成が授業の価値になり、かつ、学習者の問題解決にもつながるというかたちで授業

を組み立てます。例えば、今日の授業目標が「効果的な提案の伝え方ができる」とします。それ

は学習者の視点で「自分のどんな課題を解決してくれるのか」と考えます。例えば、誰かにリク
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エストを伝えるとき言い方がわからず我慢してしまう。あるいは言って反対に相手を怒らせて

しまう。そんなときに今日学ぶことは、このように彼らに役立つだろうとイメージして授業を

構築します。 

そして授業の最初に、学習者自身が授業目標を達成することを通じて、「ボクはどんなコミュ

ニケーションをとれる人になりたいか」（これをヴィジョンと言います）をみなで共有すると、

学ぶ動機づけとなります。ヴィジョンをチャットボックスに書いてもらったり、ブレイクアウ

トルームで少人数で話してもらったりします。 

3：アテンションを増やす、単調にならない（動画を流す、画面や声に変化をつける） 

三つ目にアテンションを増やすことです。これは得にオンラインに大切だと私は考えていま

す。 

画面越しの授業では、視覚と聴覚のみに頼るので、対面の場合よりも表現力が重要になりま

す。身振りや視線といった非言語の情報量が少なくなり、感覚的な部分が伝わりにくいです。

人間は、相手の感情が読み取れないと不安になってしまいます。だから声にメリハリをつけま

す。えー、あのー、といったノイズは対面以上に耳障りになるので言いません。オンラインで

は、大きめのアクションでちょうどいいようです。顔だけでなく、手にも表情を出して話し、最

後も大きく手を振って「今日は、頑張りましたね。来週また参加してね！」って終わる感じで

す。また、演習課題は文章や口頭だけだと単調になるので、動画を使ったりして変化をつけま

す。 

4：受講者の意思表示の機会を多くする（マイク、チャット、投票、反応） 

四つ目に受講者の意思表示の機会を多くすることです。こういった対話型学習において指導

者はファシリテーターなんです。講演者ではなくファシリテーターなんです。だから学習者が

自分のことを話したくなるような環境づくりが必要になります。マイクとか、チャットとか、

投票を使ってみんなどういうふうに思う？これどう考える？こういうふうに皆がしゃべりたく

なるような形で話をします。だから、句点で止めるような話をするだけでなく、あっちこっち

にクエッションマークが入るようなかたちで会話をすると、皆が考えたり、発言したくなった

りする環境が生まれると思います。そうしたら教員の一方的な話ではなくなって、大勢だった

としてもインタラクティブに変わりやすくなると思います。それに加え、聞くときの受け止め

方も大事だと思います。学生さんがマイクをオンにしてしゃべってきたり、順番が回ってきて

話したりするとき、こちらが無表情だとやる気を失ってしまいます。こちらが身を乗り出して

カメラに顔を近づけ、のめりこむ様子を見せ、聞いているサインを送ります。 

5：講義・グループワーク・共有のサイクルを短時間で回す 

五つ目はサイクルを短時間で回すことです。 

サクサクとスピーディに、メインルームで短時間講義・ブレイクアウトルームでグループワ

ーク・メインルームで共有。このサイクルを 100分の間に何度も回します。先ほど下總先生は、

メインルームに入ってブレイクアウトルームに入ってを短時間で回していましたね。あれを 100

分間やるんですよ。リアルタイムで 20 分以上の長い講義をすると、学習者は退屈し、「オンデ

マンドでいいやん」ととらえ、パソコンから離れてしまうことがあります。だから速いスピー

ドでクルクル回すようにしています。 

では、「コーチング」の授業でそれらをどういうふうにしているか原稿をお見せしますね。

（Word の資料参照）脳を活性化すると言われているクラシック音楽でスタート。投票機能はこ
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のような画面上のアンケートを簡単につくれるんです。今日の調子はどうですか？“最高”“結

構いい”“普通にＯＫ”“うーん。へたり気味”“調子悪い”これの投票結果をみんなが見られる

ようになっています。みんなの様子を一気に把握することができるわけです。そしてこちらが

何か授業内容を説明する最初に、みんなに自分の考えをチャットボックスに書いてもらいます。

例えば先ほどのヴィジョンもそうですし、それ以外に今日学ぶことが例えば「承認」だったら

「承認とほめることの違いは何ですか。あなたの考えをチャットボックスに書いて下さい。」と

いうように。彼らから出た回答を次々と 70人いてもいちいち読み上げてあげるんですね。そう

したら私の考えや書いたことが取り上げられたと思ってうれしい気持ちになってくれます。授

業中には問題を出すことが多くなりますから、いちいち投票機能にすることも効果的ですね。

グループ議論についてですが、ブレイクアウトルームで議論をするときは 3 人位だったらまだ

やりやすいですが、5人、6人で議論してくださいって言ったらなかなかしゃべってくれないこ

とがありますね。それは、やる気がないのではなくて、どういうふうに議論を進めたらいいの

か彼らはよくわからないんです。「コーチング」の授業には大石研究室の学生が 6 人（+卒業生

1人）が登録していました。彼らは研究室で日頃、議論の訓練を積んでいるので、バラバラに各

グループに割り振って進行をしてもらいました。彼らは議論を活性化させることに慣れている

ので、どのグループでもよく話し合えました。 

また、課題を出すときも文字だけだとつまらないし眠くなるので、動画を使いました。例え

ば、成果承認のやり方をメインルームで私から学んだあと、実際に演習してできるようになる

必要がありますから、ブレイクアウトルームに入る前に、演習課題として、例えば高校サッカ

ーの試合の動画を 3分～5分流します。そして「前半戦でくじけている様子の選手に対して、後

半戦で巻き返しをするエネルギーを引き出せるように、あなたがコーチならどのように承認を

行うかな」と、問いかけます。個々で考えた後、ブレイクアウトルームに 2 人ずつ入り、片方

がサッカー選手役、もう片方がコーチ役でロールプレイを行い、コーチ役は、選手役に承認を

行ってみる。そのあとエネルギーがどう上がったかを選手役からフィードバックしてもらう。

こんなかたちで演習を行います。こちらも同じですね。コーチングの提案の仕方をメインルー

ムで私から学んだあと、こういう動画を見て、自分だったら悩む高校生にどういうふうに提案

してあげるか、まず一人で考えて、そのあと 2 人でブレイクアウトルームに入り、演習を行い

ます。そして最後は、「本日の授業でどんなことを得られましたか。今後どういうふうに活かし

たいですか。」と問いかけ、全員にチャットボックスに書いてもらい、今日演習したことをレポ

ートに書くように伝えたら終わりになります。 

5⃣ バーチャル・ホワイトボードの活用 

「コーチング」の Zoom 授業の経験を経て、後期の

「交渉学」も Zoomで実施できました。けれども「異

文化コミュニケーション」や「ファシリテーション」

には、付箋の使えるホワイトボードがいります。

Zoom のホワイトボードには付箋機能がありません。

そのとき、他大学の先生から、GoogleJamboardが共

同編集もできて付箋も使いやすいことを教えても

らい、毎日、練習をして使えるようになりました。

他大学からのファシリテーション研修の依頼で「オ
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ンライン Jambord でやってください」とリクエストされるようになったけれど、引き受けるこ

とができて安心しました。けれども本学では、他大学と違い、Jambordをすべての学生が使えな

いことがわかりました。本学では組織的に Googleアカウントを使っていないからです。Jambord

は、Googleアカウントを持っていないと使えません。 

そこでいろいろと検索をして、より充実したバーチャル・ホワイトボード MIRO を見つけまし

た。使い方は Jamboard ほどシンプルでなく最初は苦労をしました。アメリカのツールなので、

すべて英語で表記されており、わかりにくくて困りました。しかも当時は日本語の解説本は出

版されていませんでした。そこで英語のサイトで説明を見て学び、活用できるように毎日毎日

一人で使って練習をしました。 

2021 年前期に MIROを使って「異文化コミュニケ

ーション」を実施できました。この画面はグループ

6 人全員合意で旅先を一つに絞るファシリテーショ

ン演習の様子です。学生は何とみな（学力に関係な

く）一日で MIRO を使えるようになりました。しか

も楽しそうに取り組み、全 12 グループが合意度

80％以上の結果を得ました。デジタルネイティブだ

と驚きました。彼らは私たちとは違うと思いまし

た。 

 

6⃣ 東北大学「基礎ゼミ」での対面授業 

私は本学と東北大学のクロスアポイント制度に

より、2020年、東北大学工学部に対話型授業の教育

と研究のため勤務要請を受けました。2021 年の前

期、感染者数が落ち着いていたとき、東北大学の 22

人の「基礎ゼミ」のクラスで、学生の希望もあり、

対面授業を実施しました。これは私にはたいへん勇

気のいることでした。全国でもこのスタイルの授業

をしていないので、何も工夫なしにやったら、ただ

の無謀な試みになります。そこで、22人を 3つの教

室に分けました。パーテーション、フェースシールド、マイクなどを使い、ドアと窓を開放し、

アルコール（消毒）を配布して実施しました。 

フェースシールドなどを使うと声が聞とりにくくなります。最初はグループ一人ひとりが間

隔を開けて座ってやっていても、話し合いに熱中すると密になり近づいてきて活発に話します。

私は心配でしかたがありませんでした。そこで、無線音声通話システムを東北大学の中瀬先生、

安藤先生と共同開発しました。グループワークにおける物理的隔離の際に音声リンクを安定に

確保するシステムです。実用化には遠いが若干の成果を開発の先駆けとして工学教育講演会で

発表しました。ただ、アクティブラーニングを行った授業全体の成果や満足度は高く、アカデ

ミックコーチングで講演し好評を得ました。しかしその後、東北大で感染が急拡大し、工学部

全体が閉鎖。対面が継続できなくなりました。 

来年度、もし対面実施が可能になら無線通話システムの開発を継続したいと思っています。



16 
 

将来的に、本学の大人数クラスで使えるものとなればと願います。 

7⃣ 東北大学「創造工学研修」でのオンライン授業 

東北大学で、後期は 2年連続で対面授業が閉鎖さ

れました。2 月の 4日間の「創造工学研修」集中講

義はオンラインで実施となりました。 

私にとってオンライン実施の最初の目標は、対面

と同じことをオンラインリアルタイムでどう実現

するかでした。次に目指したことは、遠隔だからよ

り心を繋げるワークを考えること。しかも遠隔だか

らできることを活かして。 

その頃、教育界ではオンライン（深まる孤立）VS 

対面（豊かな人間性）という二項対立のような観念が広がっていました。遠隔では孤独になる

が、対面にすれば豊かな教育を受けられるという考え方です。確かに、物理的な距離があると

「孤独」と言いますが、「孤独感」を作るのは人間の脳です。そして豊かさや幸せは、必ずしも

近い距離によって作られるものでないのではと思いました。実際に大学で集団の中にいても馴

染めず孤独感を持ち続けている学生たちもいます。感染不安の学生が無理して教室に来ている

こともあります。また大人数教室の後ろの席で、聞いているふりをして一人座っているだけの

学生も、豊かな教育のなかで幸せと言えるのだろうかと思いました。 

距離と孤独について、私はいろんな文献を読んで考え続けました。 

Ｄ・カーネギー協会〔編〕『人を動かす 2 デジタル時代の人間関係の原則』において「この

デジタル時代に人と友になり人を動かす技術となるのは、ひとことで言うなら共通の立場でつ

ながり、つながりを続ける努力である」「物理的な距離は大きな問題ではない。人間関係的に近

いかどうかが大事なのだ」（カーネギー協会，2012.11 p310）と記されています。 

東京大学情報理工学系研究科の研究によると、遠隔コミュニケーションが引き起こす孤独感

や不安感といった課題を解決するカギは「アウェアネス」という考え方とのことです。「アウェ

アネス(awareness)」とは、「ふとしたきっかけで他人の存在や行動に気づける行為」であり、適

切にアウェアネスが支援されていれば、気持ちのつながりを支援できる」と論じられています。

（東京大学情報理工学系研究科「オンライン・ファースト―コロナ禍で進展した情報社会を元

に戻さないために」2020.12.18） 

他人の存在や行動に気づける行為を、私たちコーチは、存在承認、成長承認、成果承認と呼

び、スキルとして身につけています。アウェアネスにより人間の心に繋がりが支援されるのは、

医学的な根拠があり、脳神経科学の見地では脳内ホルモンの変化が起きているためとされてい

ます。 

脳神経科学者の青砥はそのような働きのあるセロトニン、オキシトシン、エンドルフィンな

どの脳内物質が分泌されることで幸せを感じる仕組みについて詳細に論じています。 

（青砥 瑞人 「BRAIN DRIVEN ( ブレインドリブン ) パフォーマンスが高まる脳の状態とは」

ディスカヴァー・トゥエンティワン 2020.9.25） 

□「創造工学研修」実施するうえでのポイント 

「創造工学研修」では，ファシリテーションのスキルをデジタル環境で活用するのですが、

私は、孤独感は必ずしも物理的距離に関係しないという仮説をたて、ファシリテーション・ス
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キルを遠隔でも機能させるために、装置のハードや

ソフトをどう運用するかということより、人間関係

と人間の脳に焦点を当てました。遠隔であっても決

して孤独を感じさせず、学習者間の心を繋ぎ、全員

のエネルギーを引き出す創造活動を行う方法を模

索しました。 

そして学習者の脳内物質の分泌促進を意図して

以下を実践しました。 

①オンライン学習で心理的安全性をつくれるコ

ミュニケーション 

②バーチャルと日常を繋ぎ、集中力や創造性を最大限にする 

③オンラインチーム活動の成果承認として成果物 3Ｄ化の導入 

①オンライン学習で心理的安全性をつくれるコミュニケーション 

仲間を認め自分を認めるリフレーミングゲーム

をやりました。自分がダメだなと思っているところ

を皆で順番にリフレーミング。つまり、それダメな

ところじゃなくて、反対にいいことだよ。だって〇

〇だから。というふうに見方をリフレーミングして

全員で回して言っていくのです。これによって皆は

初対面でもいい雰囲気になっているのが写真から

見てとれますね。このような心理的安全状態をつく

るアクティビティを4日間の集中講義で毎日やりま

した。でも誰かが話しているとき聞き方が良くないとせっかくいい話をしてもがっかりさせる

ので、みんなで大きくうなずいてあげたり、表情を大きくしたり、家族のようにリラックスし

て話をしたり聞いたり、自分が楽しい気持ちでいたら距離が縮まるとか。こんなことを皆に心

がけてもらってアクティビティを続けました。 

またこのサイコロゲームはすごく効果的でした

ね。オンラインサイコロっていうのが Web上にあり

ます。この「シェイク」のボタンをクリックすると、

コロコロと転がり、1から 6の数字が出て止まるん

ですね。 

それで次のことを最初から決めておくんですよ。

1 が出たら今の気持ちを話しましょう。2 が出たら

昨日から今日にかけての自分のことを話しましょ

う。3 が出たらコロナ禍で得をしたことを話しまし

ょう。4が出たらここだけの自分の秘密を話しましょう。5が出たらコロナが過ぎたらやりたい

ことを話しましょう。 

6 が出たら最近あったしょうもない話をしましょう というふうに。これはみんなでゲームを

やっているところです。彼らは初対面でしたが、オンラインでもすごく心がつながりますね。

サイコロが飽きてきたら webルーレットも活用できます。 
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②バーチャルと日常を繋ぎ、集中力や創造性を最大限にする 

□うちの宝物紹介ゲーム 

これは遠隔を繋ぎ家族的親近感を促すワークです。 

みんなそれぞれ自宅にいます。でも同時にバーチ

ャル空間で一緒にいるんですね。それで、自宅にあ

る小中高から自宅にある大切にしているものをカ

メラの前に持ってきてもらい、それを示しながらそ

の時の思い出を喋ってもらうんです。入学試験の時

にお守りとして持っていたぬいぐるみだとか、実家

に残してきた可愛い愛犬の写真だとか、高校の時に

お金がなかった時の貯金箱、高校卒業のアルバムや

寄せ書きであるとか。その時にまつわる苦労や寂し

さ、懐かしさのあふれる思い出を一人ひとりが 3 分ほどしゃべります。そのときに皆がシーン

とすると、話す人が不安になるので、メンバーは話を聞きながら、「効果音ポン出し」を使って

デジタル拍手音や歓声音を出して気持ちを表現できるようにします。これにより初対面でも家

族として一つの空間に居るような親密さ、心理的安全状態が生まれます。それにより話し合い

でのやる気や集中、創造性が継続する状態に変化します。 

□自在集中を活用する 

遠隔授業では仲間と一緒にバーチャル空間で過

ごしていると同時に自宅の自室で一人で過ごして

います。これは「自在集中」が容易にできる環境で

す。バーチャル空間でファシリテーターからアイデ

アを引き出すための問いかけを受けても、すぐには

答えが出ないこともあります。そのようなときはタ

イムプレッシャーの中で演習を行う合間に、計画的

に自宅で一人でゆったりする時間をとるのです。

「どんな方法が考えられるだろう」と問いを内在さ

せた人間は、集団からいったん離れ，一人で自由自在に頭を巡らせると新しいひらめきを得る

ことが多いです。自宅で一人でくつろいでいるときのぼーっと自由に思考や妄想を巡らせてい

るときに創造性が最も発揮されやすいと脳神経科学の分野では示されています。だから、ファ

シリテーターが「今から自在集中の時間を取ります」と言ったらメンバーは家の周りを散歩し
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たりシャワーを浴びたり寝転がったりするわけですね。このように「自在集中」によって現実

とバーチャルをつなげるのは、教室での対面学習ではなかなか行えないオンラインの特徴です

ね。 

③オンラインチーム活動の成果承認として成果物 3Ｄ化の導入 

3 つ目にオンライン活動の成果承認と 3Ｄ化の導

入です。今回の演習課題は、リモートワークのでき

るスマートハウスの創造です。自分たちで機能やデ

ザインを考えたスマートハウスの平面図を描き、そ

れをバーチャルで立体化していくことにより、達成

したという強い成果承認を味わうために 3Ｄ化を考

えました。 

都内の賃貸マンションに住んでる4人家族が対面

と同様の効果が得られる在宅リモートワークがで

きる新生活を希望。オフィスワーカーのお父さんとヨガインストラクターのお母さんと大学生

の長男と次男の高校生、彼ら 4 人がハッピーに過ごせるスマートハウスを構築する。スマート

ハウスですから昭和の家でも平成の家でもないんですね。ＩＯＴやＡＩ、ロボットを関連づけ

た働きのある住宅なんです。これは夢物語ではなく、マイクロソフトもグーグルも研究開発を

進めているし、東京大学でも神奈川でもやっていて実用化していくものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファシリテーションのやり方を彼らが説明を受けた後、自分たちでファシリテーションの進

行スケジュールを決めて、自分たちでルールを決め

て、役割を決めて課題のニーズを洗い出して、アイ

デア発想してやっているところです。 

これ、かなりアイデアが出たところです。対面で

は模造紙に自分たちが考えた製品のイメージ図と

仕様を図として書いて終わっていたんですね。 

オンラインで同じことをするだけだったらより

強い成果承認は得られないし、それにオンラインで

出来る別のことがあると思い、私は東北大学と協力

して 3Ｄ化をしようと思いました。ここまでは平面図で、ここから離れて立体化していく。この

時に彼らのパフォーマンスはいっそう高まりましたね。遠隔授業であっても自分たちで考えた
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スマートハウスを立体化する過程ですごい強いポ

ジティブなエネルギーが生まれるんですね。平面と

立体ではずいぶん違うと思いました。3Ｄ技術指導

は東北大学の中瀬先生です。 

彼らが考えた新しい機能をもつスマートハウス

がこのように 3Ｄになった時に喜びの声が上がり、

エネルギーが高まりました。大学生の長男が、目が

覚めた時からそこが学校になっていて絶対遅刻を

しない。オンライン授業に遅れない。いつでも世界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の人と会って話せる。高校生の弟さんの部屋にバー

チャル予備校先生がホワイトボードの横に立って

いるということです。彼らが話し合って考えた成果

物がこのようなオンラインでしかできないかたち

で承認され、遠隔ということに対して抵抗がなくな

っていたようです。最後に自分たちの成果に対して

このような高い納得度を出しています。 

これは効果測定のアンケート結果です。「緑がと

てもよくできた。」「オレンジが結構できた。」を示

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これが研修を受けた後の感想です。 

真ん中のところを見ると、オンラインでも必要なファシリテーション・スキルをかなり身に

つけていることがよくわかります。一番最後のところを見るとオンラインは大きなハードルで
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はなく気軽に話し合いができたようで、オンラインと対面のボーダーが超えられているように

見て取れました。 

4日間の研修がすべて終わり、「お疲れ様でした。これで ZOOMを閉じまーす」と言っても、だ

れも Zoom から退出しないで、LINE や Instagram の QR コード画面を出してきて、「連絡先交換

しよう」「会いたーい」「今から会おう」「食事に行こう」と名残を惜しんでいました。研修で初

対面だった彼ら 8人がわずか 4日間で、離れたくないほどの強い信頼関係を築いたのです。 

「創造工学研修」の今後についてです。 

今回、孤独感は必ずしも物理的距離に関係しない

と仮説をたて、「創造工学研修」オンライン授業で

は、人間関係と人間の脳に焦点を当てて学習者の脳

内物質の分泌促進を意図して以下を実践しました。 

①オンライン学習で心理的安全性をつくれるコミ

ュニケーション 

②バーチャルと日常を繋ぎ、集中力や創造性を最大

限にする 

③オンラインチーム活動の成果承認として成果物 3

Ｄ化の導入 

さらに次年度以降は、学習者の脳内物質が本当にしかもどういうふうに変化しているのか医学

部の先生の協力を得て測定をしようとする企画が進んでいます。これによって医学的な見地か

らも検証したいと思っています。 

8⃣「創造開発」での対面デジタルファシリテーション 

私は 2015年から丸山次人先生と製品開発のファシリテーション指導ために、E科で毎年授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をしています。普段、物静かな学生もこの演習のときはみんなで楽しそうによく話すので丸山

先生も驚かれていました。2020年度はコロナ禍に入り、水野先生と協力して、3グループ 13名

の演習で、ビニールパーテーションを使いましたが、それがあるとみんな元気が出なかったよ

うに見えました。 

2021 年度は、大型モニター3台を教室に設置して、学習者 3グループ 15名がデジタルファシ

リテーション演習を実施できるようにしました。東北大学の中瀬先生にも ITのご指導にお越し

いただきました。 

これから水野先生に「創造開発」の対面デジタル化ファシリテーション。創造開発そのもの

の説明からお話しいただいます。 
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水野准教授 それではここからは電気電子工学科の水野が大石先生にご協力をいただいている

「創造開発」という授業について少しお話をさせていただければと思います。 

「創造開発」につきましては 2019年度より開講さ

れた電気電子工学科のアクティブラーニング科目

ということになります。開講時期につきましては 3

年後期の時期になっておりまして集中講義の形で

実施しております。担当は私水野と 2020年から大

石先生にご担当をいただいています。何を目的と

しているかというと、主体的にあるいは創造的に

ですね課題を発見してそれを電気電子工学の技術を使って解決するというアクティブラーニン

グ科目ということになります。ちょっとマイナス的なことを話しますと、設備とか、資材とか

指導体制の関係上大体 20名程度を上限として実施している科目になります。 

もう少し実施内容を詳しくお話していきます

と、一言でいうと自分たちで考案したアプリケー

ションソフトウエアではなく、アプリケーション

の装置とかロボットを開発しようという内容にな

っています。もう少し細かく見ていきますと、この

開発するアプリケーションとかロボットはグルー

プで開発することを前提としています。アプリケ

ーションの場合、アプリケーション装置についてテーマは自由という形で進めています。ロボ

ットについてはロボットコンテストのレギュレーションに準拠するように作ることを縛りにし

ています。さらにアクチュエーターのセンサーを搭載し、組込み前に整備をする。ここまでを

含めて実施しています。それからただ作らせるには学生達にはやる気が出てきませんので、こ

こには外部コンテストへの出場を強く推奨すると書いていますが、強制的に出場させていると

いうことになります。どのようなコンテストに出ているのかは後ほど簡単にご集会いたします。

開発をするうえで必要なものっていうのは資格で囲んだ印がついた項目が必要になります。 

まず一つはグループでアイデアを出すことにな

るんですけど、これは電気電子工学科の学生は何か

を作るっていうときに話し合いの経験がありませ

んので、トレーニングが必要であろうというふうに

考えまして、そこでエンジニアリング・ファシリテ

ーションの実習を大石先生にお願いして実施して

いるということになります。私はその間に何をやっ

ているかというと必要な物品等を調達や準備をしているという感じになります。その他、提案

書の作成、プレゼン。いきなり何か作れって言われても難しいと思いますので、勉強したこと

のほとんど復讐を兼ねて電子工作などのトレーニングをする。それからアプリケーション、ロ

ボットの製作のチェックや助言などをしているということになります。ロボット関係の開発に

ついては電気電子工学科の藤田先生の研究室にご協力をいただいて実施しているということに

なります。 

ここに書いたことを半期の間にどういうふうにやっているのか書き出したものがこちらのス
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ライドになります。まず開講したところでガイダン

スを行って、本当に受講すると学生が集まったとこ

ろでファシリテーションの実習を 10 月の終わりか

ら 11 月の頭当たりで実施しています。その間にも

学生達にはどういうものが作りたいのか考えさせ

ておりまして、ファシリテーションが終わるぐらい

あたりまで考えたりさせて、終わったあたりから話

し合いをさせて、話し合いが終わったあたりからどういうものが作りたいのかを企画書を作っ

てもらうようにしています。それと並行して外部コンテストの申請書なんかを作ってもらって

いたりしています。それからしばらく間が空いて、集中的に何日かかけて、1日一コマではなく

本当に 1 日使うっていうのを何日か電子工作のトレーニングをさせます。それが終わったあた

りから購入したい部品とかの書類を出させて購入したところから順に施策させるというスケジ

ュールでやっています。ただし、12月の終わりから 1月の終わりまで試験がありますのでこの

間はあまり活動していなくて、試験が終わったところでまた集めてアプリケーションを作成さ

せて、できたところまでとなってしまいますが最終発表というふうにしています。並行してい

て成績を出すんですけれども、「創造開発」の授業はここで終わってしまうんですけれども、そ

の後も外部コンテストの出場させていますので今もですが指導が続いている状況になります。

「創造開発」の授業に外れていることになりますが継続してやっていくことになります。 

どのようなコンテストに出るのかご紹介いたしますと、一つは国際イノベーションコンテス

ト。iCAN という名前がついているコンテストの日

本予選に参加しています。MEMS デバイスを使用し

たアプリケーションを提案して成果を競う国際コ

ンテストになっていまして、一番いいところは、国

内予選が仙台で行われるということと、製作費も大

会から補助が出ますのである程度予算的にはやさ

しいところで出ています。こちらの大会ですねブー

スを用意して展示する必要もありますし、事前のプレゼンテーションもする必要があります。

審査員は大学関係だけではなくて企業関係者など結構辛辣な意見、やり取りをするというとこ

ろで学生たちも気が抜けないというところで、それもいいかなと思って参加しています。対価

の予選についてはユーチューブで公開されておりますので、ご興味がある方は国際コンテスト

Ican で検索すると動画が見られるかと思います。 

ロボットを作りたいという学生には、仙台で行わ

れている知能ロボットコンテストという大会があ

りますのでこちらに出場してもらっております。毎

年電気電子工学科の藤田研究室の学生さんたちが

出場している大会ということになります。 

「創造開発」で大石先生がどのようなことをやら

れているかは先ほどお話しされていると思います

が、学生たちが実習を受けたところでどのような効果があったかを聞いてまとめたのがそれを

集約したのがこちらで、主に三つということになります。一つは実習の中で二つの案を組み合
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わせて別のアイデアを生み出すことを行っている

んですが、非常に参考になった。特に国際イノベー

ションコンテストに出る学生さんたちはそういっ

たところから課題、アイデアを出していたというこ

とになります。それから実習の中で使われている技

法になると思いますが、意思決定マトリクスのよう

なものが案を絞るのに活用できたということにな

ります。それから話し合うときに意見を出し合うような場面でお互いの意見をよく聞くよう意

識することができるようになったということになります。実習に関しては 1 日しかできていま

せんので、劇的に何かできるようになるということは無いようなんですけれども、ただ、案を

出すときの話し合いの時には少し意識が変わって

きているのかなと考えています。ちなみに履修学生

についてはこのような構成になっています。少し研

究室に偏りがありますけれど、それに人数も少ない

んですけれど、人数が少ないのはやはり厳しそうと

いうこともありますので敬遠することがあるよう

です。それから興味があることに対応して研究室を

選ぶので「創造開発」を取るという抵抗がないような感じも致します。 

皆さん気になるかと思いますのでこれまで出場

したコンテストの結果について紹介いたしますと、

知能ロボットコンテストについては残念ながら新

型コロナウイルス感染症の拡大に伴って大会自体

が実施されていないことになります。それだと張り

合いがないということでオープンキャンパスで展

示したということになります。それから国際イノベ

ーションコンテストについては、今年度に関しては国内予選 2 チーム出場してそのうち 1 チー

ムが 3 位に入賞して世界大会に出たということになります。世界大会につきましては 12 月 19

日にオンラインで実施して Third Prizeに入ったということになります。 

終わりにつきまして「創造開発」の簡単な紹介を

行わせていただきました。創造開発の議論の中で成

長したなとみられた学生は、その後の卒研でもいい

成果を残す傾向がみられました。それからコロナウ

イルスの感染症拡大がネックになっておりまして、

実施内容とかスケジュールを見直しながら試行錯

誤をした状況になります。それから大石先生がやら

れたオンラインとハイブリットを組み合わせたファシリテーションをしてみてわかったことは

学内にはアクティブラーニング用機器が結構充実していることが分かりました。今後も活用し

ていきたいと思っています。今後も活用していきたいと思っています。これまで開発してきた

アプリケーションやロボットの紹介についてはまたの機会にしたいと思います。以上で水野の

ほうの発表を終わりたいと思います。 
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大石准教授 本日、私は講演の冒頭で、今日の結論は、対面・オンラインのボーダーを超えて心

が繋がる教育環境を創ろうということとお話しました。 

対面・オンラインのボーダーをつくり、文科省と大学、大学と社会、大学と教員、教員と学

生、ぶつかりあうのはもうやめましょう。新しい教育の場でそんなときは過ぎたのだと思いま

す。対面・オンラインのボーダーを超えて人の心が繋がる教育環境を創るために、多くの先生

方の専門知識、知見を持ち寄って共に創造的な議論ができればと思いました。そうすれば私が

一人で小さい頭でぐるぐる考えているよりも、もっと早くより一層の発展が教育界全体に期待

できるのではないかと思いました。 

そのような思いから、今回その立場ではないのに講演を引き受けようと思いました。ありが

とうございました。 

 

小林ＦＤ委員長 大石先生どうもありがとうございました。創造開発の中で大石先生がやって

いる ICT を使った授業というのは、先ほどのその前にお話しされた東北大学の授業の中でやら

れている方法を使われているということですよね。 

 

大石准教授 そうです。「創造開発」でも同じようにスマートハウス創造のファシリテーション

演習をしております。ただ、東北大学では集中講義 4日間で行ったのですが、「創造開発」では、

朝の 8時 50 分から 16時半までの 4コマでしたので、時間の関係で、3Ｄ構築のところまでは進

めませんでした。 

 

小林ＦＤ委員長 よくわかりました。ありがとうございました。非常に盛りだくさんのお話で、

オンライン授業がスタートしてからどのような工夫をされてきたか非常によく分かりました。

どうもありがとうございました。ご質問とかコメントとかいろいろあるかと思いますけれども、

Forms でのアンケートを用意しておりますのでそちらに出していただくということでお願いし

ます。 

 

研修会参加者からのコメント 

大石先生、水野先生の「『創造開発』におけるデジタル化ファシリテーション活用とその成果」

を受講されたご感想をお聞かせください。 

後半の創造開発の成果につながるアウトラインのスライドを使ったご説明がわかりやすかったで

す。 

 もう少し具体的な講義内容について、学生のリアクションなどを踏まえてお伺いしたかったと

いうのが感想です。 

非常に興味深いお話をいただきありがとうございました．僭越ながら，感想としては履修生の授

業参加を促すために随分とご苦労をされている印象を受けました．また「教員はファシリテー

タ」というご発想が面白かったのですが，これは専門科目の内容によって成否がかわるものかと

理解しました（誤っているかもしれません）． 

話しやすい雰囲気をつくるのはアクティブラーニングにおいては確かに重要だと思いました。そ

れがオンラインでもできるのであれば、確かにオンラインでも問題ないと思います。 
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オンラインでの授業は機材トラブルなどへの不安もあり、パソコンに苦手意識のある学生は緊張

してしまうのではないかと思います。そのような学生が活発に授業に参加できるようにいろいろ

な手段で緊張をほぐす努力をされているのが印象的でした。 

マスク等を利用しての対面でのディスカッションの課題について、共感しました。 

大変勉強になりました。参考にさせていただける点を今後考えて見たいと思います。 

工学部とライフデザイン学部の協働の具体的事例として興味深かった。学部横断的な教育の他の

試みについても今後の FSD研修で取り上げてほしい。 

大石先生のお話は話し合いのトレーニングを目的とするものだと思いましたが、教養科目として

全学的にそのような話し合いのトレーニングになる講義を設置しても良いのではないかと思いま

した。 

大石先生の工夫 5点、参考になります。 

google jamboardを使ってみたいと思った。 

デジタルホワイトボードの活用 冒頭アンケートなどの工夫がよかった。 

大石先生の努力がとても素晴らしいと思いました。教員も常にチャレンジが必要だと思いまし

た。 

「ホワイトボード」の活用など、興味深かった。 

参考になりました。 

こうした授業は対面実施が原則だと考えていたが、大石先生の工夫により、むしろ対面よりも効

果的に授業が進められるように感じた。対面の場合、実際学生にグループを作らせるだけでもか

なり時間をロスしてしまうので、その点でも非常に有効だと思う。 

対面かオンラインかという対立軸で捉えないという考えに同感です。 

隅々まで細やかな気遣いのあるオンライン授業をされていて、とても驚きました。IT やテクノロ

ジーに詳しい方とは異なるオンラインでの学び方を教えていただきました。ありがとうございま

した。 

学生の興味関心を引き付けるためには、短時間での双福でのやり取りが効果的であることがよく

分りました。多くの事例を紹介いただき大変参考になりました。 

授業者からの一方通行にならないよう、様々な工夫が随所にみられとても参考になりました。私

自身がそこまで表情豊かな授業を行う自信はありませんが、努力したいと思います。、 

これまでの「教材研究」というと，学習内容と使用教材（もちろんそれには提示方法や活動方法

も含まれる）についてが主でしたが，非対面にあっては学習意欲を鼓舞する手法も大切。なかな

か大変。勉強になりました。 

・「対面とオンラインを越えて人のつながる教育環境を作ること」の工夫に敬意を表します。 

・「創造開発」に限らず、学内外の教員が協働で教育手法の開発にあたることの大切さ、教育編

お貢献度の高さを感じました。卒業研究や大学院生としての研究にもつながるということで、こ

の種の授業効果を大いに期待しています。 

学生を一部とはいえ，大会出場までご指導されているというお話は大変興味深かったです． 
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ゼロベースから、オンライン授業の設計から運用まで実践されたことがよくわかりました。オン

ラインツールは便利な反面、その活用方法については授業設計者に委ねられることがほとんどで

す。コロナ禍という状況で、これまでできていた授業をどのように再設計していくのか？という

問に対する、1つの示唆が得られたと感じています。 

大石先生の場合、オンライン以前のもともとの授業が大変魅力的なものだったと思います。短期

間にさまざま工夫を重ねて、学生に充実した授業を提供されたことに敬意を表します。声が大変

聞きやすかったです。 

大石先生のこの 2年間のお取組やご苦労がよくわかりました。そしてその成果が学内外、また本

日の FSD研修会で紹介され、全学的に共有できたことは大変意義深いことだったと思います。ま

た、水野先生におかれましても日頃の実践の取組等を簡潔にまとめてご紹介いただき大変有益な

研修となりました。感謝申し上げます。 

大石先生の取り組みは学生が Zoomの授業に入りやすいような環境づくり（クラシック音楽を流す

など）学生への声がけ（オーバーリアクション・高めのトーンで話す）や学生の意見を聞くとき

は大きくうなずいたり 相手の心を和らげるよう心がけるなどリラックスして授業に臨めるよう

工夫をされており大変参考になった。日常学生対応する上でも実践していきたい。 

水野先生の創造開発は集中講義でのロボットの開発におけるプレゼンや専門性の高い実技等他学

科教員の講義などを取り入れ、外部のコンテストへの出場のために学生が企画し発表するまでの

過程を経験できる大変興味深い授業でぜひ大会出場を実現させていただきたいと思った。 

講演を簡潔にまとめていただけると、助かります。 

大学での授業に外部のコンテストを包摂することによって、学生の目標が明確になり、モチベー

ションも高まるという点が良いと思いました。 

大変参考になりました。オンラインだからこその意図的な「見せ方」の必要性を実感しました。 

先生方のご苦労がわかって身近に感じられる良い講演でした。いろいろなツールをご紹介くださ

り今後取り入れていこうと思いました。ありがとうございました。 

ホワイトボードや付箋を使用した対面でのファシリテーションをデジタル化され、今の学生にっ

てはよりよく学ぶ環境となったことが素晴らしく素敵だと感じました。水野先生の技術開発に係

る講義において、エンジニアリング・ファシリテーションを身につける機会を得た学生たちは、

とてもラッキーだったと感じました。 

二人の努力を感じました。彼らはテクノロジーを使って生徒の学習体験を向上させていると感じ

ました。 

講師の先生には申訳ありませんが、情報処理能力があまり高くない小生にとっては内容が、ツー

ルの活用方法、授業の実践からご自身の成果まで盛りだくさんで消化不良になってしまいまし

た。 

 

研修会参加者からのコメントに対する大石先生からのコメント 

過日は、「IT 音痴の私の歩んだコロナ禍の２年間」（対面とオンラインのボーダーを越えて人の繋

がる教育環境を作ろう）の愚講演に際しまして、お忙しいところ多数ご聴講いただき、心よりお礼

申し上げます。 

FSD には場違いの登壇で、当日私はかなり緊張しており、不行き届きの点が多々ありましたこと、
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ご容赦いただければ幸いです。多くのコメントいただいたことを知り改めて感謝しております。コ

ロナ禍も長く続き、私自身、毎日毎日、悩みながら教育を進めております。対話学習ではテクノロ

ジーの援用が必要なときとなりましが、私がこれがどうにもダメで、先生方からお知恵をいただ

き、共によりよい教育環境を創っていければと存じます。今後とも更なるご指導、ご鞭撻をよろし

くお願いいたします。 

 

研修会参加者からのコメントに対する水野先生からのコメント 

私自身は、担当科目の「創造開発」についてお話しさせて頂きました。特徴的な工夫を行ってい

るとは言えない PBL型授業に関するお話しであることに加え、今回の研修会の主題にもそぐわな

いにもかかわらずポジティブな意見をいただきありがたいと考えています。創造開発の授業は、

まだ改善していかなればならない点が多くあります。頂いたコメントを参考や励みにしてよりよ

い創造開発の講義を行えるよう取り組んでいきたいと考えています。 

 

小林ＦＤ委員長 続きまして田村教務委員長にオンライン授業を行う上で留意しなければなら

ない点についてのご説明をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

田村教務委員長 先ほどの下總先生、大石先生、水

野先生から大変面白い話を聞きましたので、じゃあ

自分の授業にどう活かそうかという盛り上がって

きたところかと思いますが、すみませんが水を差す

ような、テンションが下がるかもしれませんが少々

お付き合い頂きたいと思います。 

留意点ですね。この辺を気を付けて頂きたいとい

う事になります。ところで遠隔の方式というところ

で授業をやっていただきました。特に昨年度、今年

度というところは否応なしですね。むしろやりたく

ないんだというにも関わらず、お願いしますという

ことで強制的にやっていただくことになりました。

多くの試行錯誤を職員の皆様にも協力していただ

いて環境整備など大変やっていただいたと思いま

す。感謝申し上げます。ただ、そういったところも

ありますので、実際にはかなり特例的な実施をして

きたことになります。裁量でやっていただくという

ことで、本当であれば法令的には本当はダメだよと

いうところは実はありました。2023年度以降、おそらくコロナが終息する。いわゆるアフター

コロナになりましたならば規則に基づいた運用をせざるを得ない。逆にこれまであいまいだっ

た遠隔授業とはどんなものか、どういった要件をそろえなければいけないのかというところを

管理した方法、ルールに基づいてしなければならないだろうというふうに想定しております。 

ということで次年度、2022 年度ですけれども、おそらく新型コロナの特殊対応の最後の年だ

ろうと希望的観測もありますけれどもそう思っております。ですからそこに向けて規則等の整
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備をしなければなりませんけれども、もう一つ言え

ることは 2023 年度からガチガチで縛られるところ

の一歩手前で、先ほどの話を聞いたうえでですね、

こんなことをやってみたらどうかというようない

ろいろな授業の方法を試行できる年かなと思って

います。来年度はいろんなことをやってみてです

ね、もしかすると 2023 年度以降ダメなことかも知

れませんけれどもいろいろやってみましょうと言

える年かなと思っています。ただ、しかしながら規

則云々の話をこれからさせていただきます。 

このＦＳＤ研修会の一番最初にもありましたが学長ビジョンのところで「オンライン教育を

今後の教育においても効果的に取り入れて、教育

の一層の高度化、質の向上を図る」ということで

す。ですからこれは単純に遠隔授業という一括り

の話ではなくて、まさにいろんなテクノロジーを

組み合わせたハイブリットということだと思いま

す。そしてもう一つは下總先生のインタビューで

すね。これが教育学術新聞というところに載りま

した。配布資料のところにありますけれども 3 月

26 日版のところ。私も拝見させて頂いて大変すば

らしいなと思いました。大変共感する部分がありました。纏めのところ一部抜粋。ご本人の許

可を得ないで切り出しって本当はよくないんでしょうけれども切り出させていただきまして、

「対面方式の授業は往々にして授業担当教員の一方的な教授活動に終始して、学習者になおざ

りにされるような・・・云々」最近私もそれ思っていたところです。まことによく書いていただ

いたなと。授業のデザインをどうするかといったときに、じゃあ対面にしますか。遠隔にしま

すかなんて単純な話ではなくて、どうしたら受講者の利便性になるかと考えておりました。と

いうことで大石先生の話もまさにそこに繋がることだなと思っていますけれども、対面授業、

遠隔授業二分法ではなくてそれぞれの短所、長所というものを把握したうえで、それらを組み

合わせてのハイブリット授業だろうと。ですから自分はそもそも対面授業しかしませんよとい

った場合だったとしても、予習復習とか授業中。昔だったらクリッカーというのがありました

けれども、ある意味あれ以上のものが WebClassで授業中にスマホなんかで出来るということで

すから、そういったミックスですね。それでいかに授業を改善していくかということだと思い

ますので、遠隔授業しませんよという先生方も少し聞いていただければと思います。 

ただその際に純粋に遠隔授業をした場合にそれが成立する条件というものがおそらくチェッ

クされてくると思われますので、シラバス、授業計画というところの手間も増えますし、どう

いったことを満たさなければいけないかといったところをご配慮願います。いまさらではあり

ますけれども授業形態ですね。若干違うニュアンスで言われていることもありますけれども、

まずはいわゆる遠隔のリアルタイムですね。Teams とか Zoom を使うようなまさに教員と学生が

双方向というものが単純に成立しているという方式。そして、遠隔のオンデマンドというもの

は本学であればほとんどの場合、解説動画というものを主教材にして、あとはサプリメント教



30 
 

材というものです。ここに広義的には単に教材を置

いておき、学生さんはそれを見て勉強してください

というタイプのものもここに含まれます。後からそ

れがダメですよという話が出てきます。 

そしていわゆるブレンド型は併用型といわれる

こともありますけれども、その対面と遠隔の混在と

いうことです。本学でも現在も行われています。隔

週で対面授業とオンデマンド授業をやりますとか、

あとはシラバスのほうで隔週でとか何回対面で何回遠隔というものが定められている。これが

ブレンド併用型と言われます。 

後はそのブレンド型ですけれども、いわゆる分散型授業。これはコロナの密対応のために 1組

2組で分けまして、同じ内容ですけれどもある週は 1組が教室で、2組が遠隔で。次の週はひっ

くり返る。ただ単に教室に収容できないのでひっくり返してやりますということですが、本学

ではここまではしていなかったと思います。ただ次年度は入学生が非常に多いと予測されます

ので、もしかしたらあるかもしれないということです。 

そしていろいろな研究会で話題になっていますハイフレックス型授業というものですが、こ

れは同じ授業ですが遠隔の授業、対面の授業どちらでもいいですから学生さんが自由に選んで

くださいというものですね。多少制約はあるかもしれませんが学生が選択できるハイフレック

ス型授業。本学で言えば昨年度、今年度でいわゆる基礎疾患がある学生に許可制で実施をして

おります。ということで用語確認を先にしておきます。 

それではまず法令、規則のところですね。大本の

ところは大学設置基準のところで第 25 条の授業と

いうところの第 2項のところに「大学は文科大臣が

定めるところによって、この授業というものを多様

なメディアを高度に利用して」という、これが法令

的な言い方ですね。これがいわゆる遠隔授業ですけ

れども、当該授業を教室外で履修させることが出来

る。でなおかつ引っかかってくるのが同じく大学設

置基準の第 32 条ですね。卒業の条件に関すること

ですが、第 5 項というところで卒業要件が 124 単位以上というのは皆さんご存じだと思います

けれども、いわゆる多様なメディアを利用して云々というものは 124 単位のうち 60単位を超え

てはならないという制約があります。 

ちなみに本学の学則で言いますと、第 9 条の 3 項に多様なメディアが云々とありますし、第

17 条の 3 項にはその授業は卒業要件のうち 60 単位で、全く大学設置基準をスライドしたよう

な形になっております。実はここが学則で定められていますので我々も堂々と遠隔授業ができ

ると、これが可能な根拠になっています。 

今まではこれで良かったんですけれども、もしかすると第 9 条 3 にある「文科大臣が別に定

める」と大臣に丸投げしていますけれども、本学としてのルールみたいなものをきちんと定め

たり、学則まで変える必要があるかわかりませんけれども、規則のところももう少し整備が必

要であるというふうな状況が見えております。 
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遠隔授業とは何だというところは、おそらくコロナ前は大分曖昧だったかと思いますけれど

も、いろいろ問い合わせがあったことかと思います。文部科学省からの事務連絡というところ

で、おそらく一番詳しいのが最近ですと令和 3年 5月 14日という、本日皆さんにも資料を提供

させていただいていますＱ＆Ａというところですね。ただその時の 5月 14日の事務連絡は新型

コロナ感染症対策に関するものと、それに限ったものではありませんというものと両方混ざっ

ていますので読み解きが面倒くさいのがありますので、ここからどうしても次年度の本学とし

ての整理を必要としますけれども、まずはこの辺がやるべきこととなっております。 

そして大事な文言としては遠隔授業ですね。これは「面接授業の授業科目の一部として実施

する遠隔授業含む」とありますけれども、「実施にあたっては同時かつ双方向に行われるもの」、

あるいは「毎回の授業の実施にあたって当該授業の終了後速やかに指導を併せて行う」そうい

ったところですね。それによって意見の交換の機会、いわゆる教員に対する質問とかですね、

そういった機会が確保されているということをもって「いわゆる同時性または即応性を持つ双

方向性（対話性）を有し」ということになります。完全にリアルタイムでなかったとしても即応

性を持ち、すぐに対応できるという感じですね。 

後は特例ということがありまして、一つは昨年度、今年度の実施につきましては卒業要件の

60 単位以内という適用が除外されるという通知が来ております。 

次年度どうかなと思っていましたけれどもつい先

日、次年度につきましても今年度相当と読み解ける

文書が来たということですので、少なくとも来年度

までは今のコロナの特例下にあると考えていいかと

思います。 

ただそれ以降ですけれども、「遠隔授業を実施する

授業の半数を超えない範囲で行われる授業科目」

云々とありますけれども、本学の場合で言いますと

14回授業を基本としていますので 7回以上対面とい

うふうにしていただければ、それ以外遠隔にして運用する授業はいわゆる面接授業にもなすと。

60 単位要件に入れないということがありますから、今後のシラバスを設計する際にご配慮して

いただきたいところとなります。あまり厳格にやると大変ということもありますので授業とし

てちゃんと設計さえしていれば、一部学生が何かの都合で対面の実施回数が少なくなったとい

う場合には適用除外となりますが、この辺の詳しいところが先ほど確認しました令和 3 年 5 月

14 日の事務連絡というところを見ていただけると書いてあります。時間がないので細かい話は



32 
 

省略します。 

遠隔授業は有用ですよね、もっとやりたいですよねという声は大分上がっていますけれども、

私立大学に関する団体が 2 系統あるんですけれど

も、本学が加盟している日本私立大学協会というと

ころでアンケートを取ったところ、そんなに増やす

必要はないんじゃないという雰囲気だったらしく、

私大協としてはとくに要望を出したりはしていな

い。他方で学院大などが加盟している日本私立大学

連盟のほうでは、いや柔軟にするべきだと。上限の

60 単位を撤廃するべきだと今年度の 8 月 3 日に提

言して、議員さんにも話を通してきたということで、2団体足並みが揃っていません。本来であ

れば今年度大学設置基準の見直しの話がどうもあったんですが、私大に関するガバナンス云々

で揉めに揉めていまして、多分そっちであまり進んでいないようです。ただ次年度どうなるか

わかりません。 

他方では大学の設置と改組の関連があります。本

学も今まさに次の改組の話をしていますのでこれ

に関連してきます。資料として膨大で付けませんで

したけれども大学の設置等に関わる設置等の手引

き。令和 5年度開設として検索していただくと見つ

かると思います。そこの教育課程表の概要というと

ころにシラバス相当の申請を出すときに、大学設置

基準第 25 条第 2 項に相当する授業の場合には、備

考のところにメディアと入力してください。つまり

申請段階で最初からこの授業は遠隔ですよと書かなければならない。というルールが新たに追

加されます。ここでこんな話が出てくるということは、おそらく今後もシラバスなんかにも同

じようなことが求められてくるのだろうと。本学としてもおそらくですけれども次年度 10 月、

11 月くらいから始まるさらに次の 2023 年度シラバスのところでは、同様のこういった項目が

付け加えるような形になるのではないかと予想をしております。 

ということを考えまして、個別の遠隔授業設計をするということにあたりましては、成立要

件が先ほど見ていただいた、「同時性又は即応性を持つ双方向性を有し面接授業に相当する教育

効果を有すると認められるもの」ということですので、本学でも現時点では最低限の話として

時間割通りに受講してください、遠隔・オンデマンドであったとしても時間割通り受講してく

ださい。その際に教員は張り付いていてメールなど

に対応しますよということで即応性、同時ではない

かもしれませんが即応性は持っております、という

形にしております。 

とはいえ本当に教育効果があってやっているの

かということは学内審査、評価をしているわけでは

なくて、先生方の私はこうしたいということでやっ

てはおりますが、今後はどういった形になるか次年
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度に議論は致しますけれども、成立要件をどういうふうにして満たしているのか、どういうふ

うに担保するのかということで、遠隔授業をしますよという場合には調書等を出していただく

ことになるかもしれません。その前提としての規定、ガイドライン等を早急に議論していく必

要がございます。基本的には教務委員会になるかもしれませんけれども、別途そういったＷＧ

が立つかもしれません。是非私の意見を聞いてほしいといった場合にはご意見を出していただ

ければと思います。 

同様に授業として各先生の裁量でというものは、実際には遠隔授業に限らず最近言われてい

ることではありますけれども、カリキュラムとし

て、学科として、大学としてきちんと設計してくだ

さい。まずは遠隔授業が最大 60 単位を超えないよ

うにしておかないといろいろトラブルがあります

ので、治まるようなカリキュラム。その際にはブレ

ンド型で 7回以上対面とするような形態を活用して

いただければと思いますけれども、ただ、そうする

と今までのやり方ですと週 2コマ確保する必要があ

りますので時間割編成とかいろいろと影響が出て

まいります。本学としては遠隔の授業の実施日というものは出来れば週 1 回、多くても週 2 回

に収まるようにしたいということが基本的な考えになっております。そういったいろいろな制

約を含みまして、担当教員の思惑だけではなくて、学科のカリキュラムとして妥当性があるか

どうか。そういったものを踏まえてシラバスが完成できるように。というようなところが厄介

な事項となります。 

遠隔授業の課題ということで、特に教務の委員と

して退学の所見書などを見ていた時に、どうしても

遠隔授業になじめなかったと上げてくる学生さんが

多くいます。半分は言い訳だと思いますが、どうし

ても独力で学習できない学生と自力で出来る学生の

格差が拡大しているなというものは確かに感じま

す。今日まさにご発表の先生方の事例にもありまし

たけれども、対面だったならば距離が短くていいの

かというと必ずしもそうではない。遠隔だからだめ、対面だから云々ではきっとないでしょう

と。単なる遠隔授業を対面の代替だと考えるとそういう話はあるのんでしょうけれども、対面

ではできないこととか、遠隔だからできることとか結果的に学生のためにどうしたらいいか考

えた結果、遠隔とのミックスというような考え方になろうかと思います。そういったところが

まさに今日の機会だと思いますけれども、今後のＦＤでもそういった事例を皆さんからお伺い

しながら、皆さんとお話ししながら考えていければと思います。 

システム的なところはもうちょっとというところはありますのでそこは要望としてあげてい

きたいと思います。皆さんからもご要望を挙げてもらえればと思います。難しいと思いますが

段々にということですね。 

ちなみにオンラインテストの厳格性、公平性というのは現時点でも難しい話ではありますけ

れども、少なくとも次年度はまたコロナ特例の延長だろうとなりますので、次年度も一応今年
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度相当と考えております。ただ、2023 年度以降どうするかということはやはり議論は必要だと

思います。なお、ハイフレックスの授業というもの。これは、もちろん私は出来ますむしろやら

せてくださいという場合に妨げることはないと考えておりますけれども、学生さんから権利と

して（ほとんどの対面授業を）ハイフレックスとして受けられるようにすべきだというものに

関しては、ちょっと応えられないなというのが現状の見解でございます。それは上限単位数の

扱いだとか、両方の受け方に対して同等以上の質保証ができるかだとか、今考えるに困難だろ

うから、それは権利として学生さんが求められるものではないと考えます。 

対面型の授業の話になりますけれども、自動録画というところを拡充しまして、その録画し

たものを活用していただくということで、これも対面だからということではなくてハイブリッ

ト的にご活用いただきたいということですが、こちらにつきましては目黒課長から補足説明を

お願いいたします。 

 

目黒教務学生課長 教務学生課の目黒です。自動録画システムの運用について教授会でもご報

告させていただきましたが、今日は簡単に纏めていますので詳

しくは教授会の資料をご覧いただければと思いますが、来年度

から自動録画ができる教室が 27 教室。演習室が 6 教室でその

割り振りがこの表に載っているところでございます。 

自動録画システムがある教室が入った時にわからないと先

生方もお困りになると思いますし、学生たちもわかったほうが

いいかなということで教室の黒板の角にでもマークを貼らせ

ていただきます。先生方も教室に入れば自動録画できるとわか

ると思いますので確認してもらえればと思います。 

マイクなんですが、先日もお話しさせていただきましたがマ

イクを使っていただかないと全く声が入らない状況です。です

ので、備え付けのマイクを使っていただきたい。今マイクを持

って話していますが、先生方がマイクを持って話をするのは不

自由だと思うので、両手が空いていたほうがいいと思うのでピンマイクがあるところにつきま

してはピンマイクを使っていただく。9号館はワイヤレスがなくコードがついています。手で持

つと邪魔ですから卓上に収音マイクを置かせていただいてそれを使いたいと思っております。

ＡＶの卓とかマイクの電源は常時ＯＮにしておきますので、先生方は 9 号館につきましては教

室に入れば自動的に録画がされる、音声も拾うという状況になるかと思います。 

1号館とか、937とか他の教室でピンマイクのある所につきましては、教卓のところに充電の

ボックスを置いておきますので授業に来た時にピンマイクをつけていただき、ＯＮにしていた

だいて授業を行っていただくという形になります。コロナ禍の授業にもなりますし、声を張る

というよりもマイクを使って感染防止に効果があるということですので、自動録画のためにマ

イクを使うというよりも、全ての教室で先生方がマイクを使って授業をするとなったほうが良

いのかなと思っております。 

3 番目につきましては WebClass に自動録画の画像を載せる SJ を募集しますということで、

この前先生方にご案内させていただきました。その際に権限の話がありましたのでそちらの話

をしたいと思うんですが、現在、大学院生 2 名から申し込みがありました。先生のご紹介で来
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た学生さんもおりました。ありがとうございます。6人位は

SJ として登録してほしいと思っていますので、後 4 人必要

になるので研究室の院生、4年生がいらっしゃいましたら情

報センターまでご連絡いただければと思います。 

権限につきましては最終的に何が違うかといいますと、先

生方は左側の丸がついているところ。学生は一番右です。今

回 SJ を登録させる学生には資料作成を〇というふうにしま

す。これ以外のメッセージとか教材受講とかありますけれど

も、成績とか採点とかは✕です。結果何ができるかというと

資料を作成するということは資料修正をやろうと思えばで

きるということです。レポートやテストは不可となっていい

んですが、資料が編集される恐れがあるので、WebClass で

資料を作成してやろうと思うと「パスワードを付けますか」

との画面が出ると思いますが、必要な方はパスワ

ードを入れていただくという形になります。そう

いう資料を変更しちゃ駄目だよというのも含め

て就業体験という言うところもありますので、そ

ういったところを教えながらやらせていただきたいと思っておりますので、先生方のご迷惑に

ならないように指導しながら SJを活用したいと思っておりますのでお知らせいたします。 

この前もお話ありましたが、今回のこの授業だけは消したいとか授業内だけで依頼をしてい

るという場合には、個別に情報センターに相談していただいて画像を消去させていただきたい

と思います。同じく、著作権の問題で先生方に SARTRAS から先生方に調査依頼がありましたら

ご協力をお願いしますということがありましたが、いろいろ調べましたけれどもパスをするこ

とができませんので、本学に当たりましたらご協力をお願いしたいと思いますのでよろしくお

願いいたします。以上です。 

小林ＦＤ委員長 どうもありがとうございました。予定した時間が大きく超過しておりますの

で、本来であれば皆様から質問をお受けしたり、意見交換をと考えていたのですが、今の教務

委員長のオンライン授業に関しての制約事項に関するご質問や、自動録画システムについての

ご質問等、すべて Forms のアンケートに入力していただけますでしょうか。回答が必要なもの

については教務委員会あるいは教務学生課のから回答していただくことにしたいと思います。 

本日は、非常に盛りだくさんな内容でしたが、オンライン授業に関して、これからどのよう

に取り組んでいくべきか様々なヒントがあったと思います。下總先生、大石先生、水野先生の

お話しを、聞くだけでなく体験もできましたので、どういった形で学生とのコミュニケーショ

ンを取りながら、学生に参加させる授業を組み立てていくのかという点で非常に参考になった

かと思います。このようなＦＤ活動を通じて、本学としてのオンライン授業のあるべき姿を皆

さんとともに探っていきたいと考えています。 
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研修会参加者からのコメント 

田村先生の「ハイブリッド授業設計における留意点について」を受講されたご感想をお聞かせく

ださい。 

次年度以降の講義をどのように構成したら良いか、どういう点を工夫したら良いかを考えている

ところだったので参考になりました。演習系の実習を担当しているので、果たしてどこまで「ハ

イブリッド」を採用できるか、これからいろいろと相談させてもらえたら助かります。 

詳細なご説明をいただきありがとうございました．聞き逃したかもしれず恐縮ですが 1点教えて

ください．田村先生資料 p.16の「ハイフレックス型」については，「授業時限の半数以上が対

面」であれば 2022年度は実施可能という理解でよろしいでしょうか．当方，2021年度にハイフ

レックス型を部分的に導入しており，2022 年度も部分的に導入したいと考えております．よろし

くお願いいたします． 

「対面授業」「遠隔授業」ともそれぞれ長所・欠点があるとは思います。それを踏まえて科目ご

とにというよりも本当は授業回ごとに「対面」にするのか、「遠隔」にするのかを考えた方が良

いのかなと思います。しかし、それはそれでかなり時間割等を組むのに大変になるのかなと思い

ます。そう考えるとやはり、基本対面授業で実施し、対面では問題が起こるような場合にのみ

「遠隔授業」にするというのがいいのかなとも思います。 

この 2年間での経験をもとに、今後はオンラインと対面をいかに効率的に組み合わせていくかを

精査する必要があると思います。 

7回以上を対面ですると、対面授業とするということについて理解できました。 

大変勉強になりました。 

ありがとうございました。 

遠隔授業の「教育効果」については、定期試験を対面で行い、コロナ以前の対面試験のデータと

比較するなどの方法でも確認可能ではないか。いずれにせよ、遠隔授業成の立要件が教員の新し

い試みの足かせとならないことを願います。 

他の用事と重なって大部分を聞くことができませんでした。 

納得いたします。 

ハイフレックスで問題ない授業（＝講義形式？）に関しては、多様な希望（特に良心的な感染回

避希望など）を持つ学生へのサービスとして、ハイフレックスを認めるのが良いのではないかと

思う。上限単位数計算の際にオンラインとみなすかどうかという問題があるといえばそうかもし

れないが、そこまでオンライン授業は多くないような気がするので、気にしなくて大丈夫？では

ないでしょうか。 

学科毎のカリキュラム設計が大切になると思いました。 

非常に大事な内容だと思います。シラバス作成などでは気を付けたいと思います。 

法令の縛りもあるが、折角実施している授業の記録を、質良く、アーカ活用してもらうことなど

活用してもらうことなど行うべきだと思った。 

留意点は理解できました。一方で一番大きな問題は対面とオンラインが混在することでの時間割

編成上の困難さだと思います。その点について大学としての考え方をしっかりと整理していくこ

とが必要だと思います。登校する日としない日を分けることで実施する教科科目の編成にも偏り

が生まれているように思い、そのことの弊害の方が大きいのではないかと感じています。 
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上記のように、オンライン授業は想像以上に効果的だと感じたが、コロナが収束した後にどこま

でこうした授業が認められるか現時点で未知数であることは残念である。文部科学省も紋切り型

の議論ではなく「学生への教育効果」の面からきちんと制度化するべきであると感じた。 

オンライン授業はコロナの緊急避難だと思っていましたが，考えを改めます。 

東北工業大学の授業形態を特色あるものにしていくために、留意点をしっかり押さえておく必要

があることが理解できました。 

よく理解できました。 

本学のレベルの学生にとって効果的な良い教育手法について検討する良い機会でした。 

本学では対面授業を基本とし、遠隔授業は極力少なくしていく方向がよいと思っています。授業

の自動録画については、学生が復習する際に視聴できるようにすることについては賛成です。 

オンラインは自分の中ではいまだに「必要に迫られて」感が大きいのですが，これからも実践の

中で「積極的に取り入れる意義」を見つけることに努めようと思います。ありがとうございまし

た。 

コロナ禍が一つの契機になりましたが、それにかかわらず教育改革に取り組んでいること、その

視点でハイブリッド授業の設計に積極的に取り組まれていること、たいへんご苦労様です。国や

私大協会の姿勢、方向性を十分に意識して規定やガイドラインの整理に向けて今後ともよろしく

お願いします。 

シラバスの「メディア」か「面接授業」かの記載変更が，カリキュラム改訂の際にしか行えない

のであれば，カリキュラムの設計が大変ですが，年度更新の際に行えれば教員の入れ替えなどの

際に運用しやすいのではないかと思いました． 

3年前に非常勤講師として着任し、コロナウィルスが世界中に蔓延したのが、着任 2年目でし

た。私は、週 4コマの実習を担当していましたが、どこまでオンラインでできるのか？について

は、手探りだったことを覚えています。私個人の考えとしては、大学の授業は対面で実施すべ

き、ですが、授業毎のハイブリッド授業との親和性も考慮した上で、来年度以降対応していく必

要があると感じています。 

オンライン授業にするかどうかどうかは、学生の数ではなく、科目の特性で判断すべきだと思い

ます。 

やはり、国全体でもなかなか方針等が見通せない、流動性が高い中で、まずは本学として規程等

を含めて注意すべき点を整理していただき、さらには今後の見通しも含めてご説明いただいた点

は大変有益であったと思います。ありがとうございました。 

遠隔授業については同時性または即応性をもつものであること、対面授業（法令用語：面接授

業）の指針についての説明があり大変勉強になった。 

7回以上対面授業が必要であること（60単位に入れない→ シラバス作成時に要配慮）、卒業要

件の単位数など改めて確認できた。 

特になし 

コロナ禍において、遠隔授業だけではなく、LMSを使った授業が大いに普及したのが良かったと

思う。新年度からは対面授業になるが、LMS を積極的に使っていきたいと思います。 

対面授業の自動録画については少し不安もあり、センシティブな内容を扱う時には、あえてマイ

クを使わない等の対応をとっていこうと思っています。 
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実際に 100人を超える学生との双方向のオンラインでの授業実施は困難かと思いました。 

ハイブリッド授業で同時性を確保することはなかなか大変だとの印象を受けました。丁寧な説明

ありがとうございました。 

オンライン授業に係る様々な規定や課題について理解できました。 

この授業の実施について深く考えさせられました。 

ポイントは大体つかめました。 

 

研修会参加者からのコメントに対する田村先生からのコメント 

多くの質問とコメント頂きまして有り難う御座います。ハイフレックス型授業の試行についての

質問には前期授業開始前に個別に回答させて頂きまして，2022 年度は感染症予防対策や今後に向

けた試行として，学生への周知を前提にどうぞ進めて下さいと致しました。 

なお，アフターコロナにおいても遠隔授業に関する各種の制約条件は生じるでしょうが，授業改

善を停滞させないような柔軟性のある規則になるよう検討を進めたく思います。色々な授業が行わ

れており，委員の想定だけでは分からないこともあるでしょうから，ご要望や提案などは引き続き

お寄せ頂ければ幸いです。 

研修会では制約についての話がメインとなりましたが，何より申し上げたいのは，遠隔授業やハ

イブリッド授業は単なる感染症対策の為の一時的措置では終わらないという事です。 

対面授業も科目によっては万全という訳では無く，「学生は何が出来るようになったのか」「それ

は目標を達したのか」という評価観点からの授業改善が求められております。しかしながら，ハイ

ブリッド授業の，特に遠隔授業の導入や教育の DX 化において，単に新たな方法論への転換を強要

して教職員の負担を増やすのは本意ではありません。 

方法論や数字ありきでは無く，我々が向かい合っている学生に対してミニマムリクワイアメント

以上の教育を効果的に行うにはどうするのかという熟慮の結果として，それが対面方式だったり，

LMS ベース型だったりを選べるようにしたいと考えています。 

時代に即した方法を取り入れようとする教職員の試みや要望に対して，制約が最低限度になるよ

うな枠組みの保障を与えることが目的だろうと考えております。授業の学修目標が達成され，学生

の成長が為されることを図るのは当然ながら，そのための手段について選択肢を多くすることを目

指しております。 

また，自動録画システムの導入は，技術的にも成熟の途中であり，また本学運用ルールもこれか

ら肉付けをしていく段階と考えております。教職員の皆様にはご不明やご面倒をお掛けしますが，

それらの知見も持ち寄って，今後の改善にご協力の程何卒よろしくお願いいたします。 

 

小林ＦＤ委員長 田村先生のお話の中では学長ビジョンも改めて紹介されました。最後に学長

から一言よろしくお願いいたします。 

 

渡邉学長 渡邉です。まずはご講演いただきました下總先生、大石先生、そして水野先生あり

がとうございます。講義をこんな雰囲気でやってるいるんだっていう非常に新鮮でした。特に

僕が授業を担当していたころはいわゆる工学部にありがちなこういうことをちゃんと知ってい

ないと駄目だぞっていう、いわゆる一方通行型の授業がどうしても避けられないところでした
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ので、ＬＤ学部の学生だとかＥ科でやっている「創造開発」。ああいう授業も非常に面白そうだ

なと思いまして、そういったところで対面、オンライン、双方ですね。いろいろ工夫するべき点

だとか、実際に先生方がなされている工夫も体験出来て大変勉強になったなと思います。 

一方最後に田村教務委員長、目黒課長からありました通り、一応日本のルールというのがござ

いまして、面白くて効果的であれば何でもいいじゃんと思いたくなるんですけれども、やはり

一定程度の枠みたいなものがありまして、枠そのものもどうすんだっていう話も出ているとい

うところも田村先生からご紹介いただきましたけれども、現時点では大きく変わっていません。

少なくとも著作権ですとか、コロナの最中、その後のところをなんとなく念頭に置きつつ、大

事にしたいのは対面かオンラインかの手法の話をするにあたって、より効果的なというところ

に価値を持ちたいなと思っているところですので、オンラインか対面かではなくてですね、よ

り学習効果の高い教育手法というのでしょうか、そういったところに話をつなげていけると良

いかなと思っているところです。先生方まだまだ苦労続くと思いますけれどもぜひよろしく申

し上げます、というところで私からのコメントとします。ありがとうございました。 

 

小林ＦＤ委員長 ありがとうございました。このテーマにつきましては、ＦＤ活動の重要なテ

ーマですので、来年度も引き続き研修会で取り上げていきたいと考えています。今後本学が、

全国に先駆けてオンライン授業の効果的な活用を率先して提案できるような立場になっていけ

たらいいなと思っています。 

本日ご講演していただきました下總先生、大石先生、水野先生、田村先生、目黒課長どうもあ

りがとうございました。 

① https://web.microsoftstream.com/video/f12607f6-3d86-4c10-926e-0756037f9534 

② https://web.microsoftstream.com/video/d2be1134-8d3a-4fa4-b9e5-352fa6e6293c 

 

研修会参加者からのコメント 

その他、ご自身で取り組まれている遠隔授業での工夫や成果、FSD研修、FD 活動等に関するご意

見等をお教えください。 

時間配分。延長する研修がおおい。 

遠隔授業（オンデマンド）の教材作成については、できるだけ「生」感を出せるように、収録台

本を作成し、編集せずに「撮って出し」を意識しているくらいでしょうか。またオンラインだと

講義に参加しているという緊張感が（お互いに）かける瞬間もありますので、一回の講義の中の

TOPIX をいくつか用意して、15 分程度を一つのセクションになるように講義を構成しています。 

遠隔授業に工夫については，2021年度からハイフレックス型を導入して授業コンテンツの充実を

図りました．2022年度は改善したものを実施しようと考えております． 

FSD 研修会については，事例をお聞きして参考になりました．ありがとうございました． 

今回、講演をされた先生がどちらも ZOOMを使った授業の説明だったと思いますが、ZOOMでない

とこのような授業ができない印象が持たれないかなという懸念を抱きました。基本的には、全教

員に ZOOMの権限を与えていないので、Teamsで同じような機能が使える（おそらくできるはずだ

と思うので）のであればそれを紹介していただけると助かります。 

特にありません 

https://web.microsoftstream.com/video/f12607f6-3d86-4c10-926e-0756037f9534
https://web.microsoftstream.com/video/d2be1134-8d3a-4fa4-b9e5-352fa6e6293c
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遠隔授業では、ZOOMと Googleのオンラインサービス、Miro を活用してます。teamsは機能的に

はできても、ユーザビリティが低いので仕方無い場合のみ teamsを使用、理由は学生の就学がス

ムーズでない場合があるため（学習効果が低いと思われる）です。 

勉強になります。 

勉強になりました。 

勉強になりました。ありがとうございました。 

遠隔（オンデマンド）だと演習が何度もできて役に立ったという学生の意見も多いので、その点

では効果があると思います。 

研修自体は有意義なのですが、予定時間を大幅に過ぎるような形は研修会の効果を半減させると

思います。発表者の持ち時間等を徹底すべきだと思います。 

今回はコロナ禍における効果的な授業の進め方を考える上で非常に参考になった。こうした「成

功例」を今後も是非学内に周知する機会を設けて欲しい。 

昨年度は録画教材をたくさん作りましたが，動画をウェブクラスにアップするのに非常に長い時

間がかかり，大変でした。 

本日ご紹介いただいた「Evernote」など、オンライン授業での有用なツールの紹介をよろしくお

願いいたします。 

反転授業、アクティブラーニングというキーワードで授業形態が取り上げられていたことがあっ

たが、今回は現実的な 

昨年度は遠隔授業を実施しましたが、学生が遠隔授業にどの程度真剣に取り組んでいるのか、疑

問で思うことが多くありました。 

研修内容は素晴らしいと思いますが、事前に発表者と時間配分を打ち合わせていただければ助か

ります。 

Teams によるリアルタイム授業配信の中でも，一部学生はリアルタイムで質問をよこしたりし

て，それが割と役立った印象があります。対面と同時なので十分に相手ができなかったのが残念

でした。 

今年度は，遠隔授業では学生の生の反応がわからないため，授業の終わりにその日の授業で身に

ついたことを書かせるようにしております． 

それぞれ専門分野や立場、考えは違えど、他の先生方の授業設計について知れる機会は、大変貴

重だと考えています。 

今後もよろしくお願いいたします。 

本年度は対面授業でしたが、課題の提出等は WEBクラスも一部使用させていただきました。来年

度も、活用したいと思います。 

コロナ禍下に限らず、先生方の日頃の取組等が 1年に何回か全学的に共有できることは大変貴重

な機会であるとと思います。デジタル化が進展していく中で、今日の研修ではないですが、デジ

タルを活用して本日のような事例がごく日常的なものとなって全学で共有できるシステムがさら

に構築されることを願います。 

学生からの問い合わせに適時対応するようチャットポットや情報サービスセンターへつなぎ即時

解決を心がけている。 
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特になし 

工学部なのでもう少し五感で感じられる授業をしておられる方がいらっしゃったら、そのお話を

お聞きしたいです。授業アンケートにいつも対面で受けたかったと書かれてしまい、オンライン

授業との差はなんなのか考えています。 

水野先生と大石先生の協働のように、先生方がそれぞれ得意とする技術手法を組み合わせた講義

が増えると、学生たちの学びの質向上にもつながると感じました。 

遠隔授業は一長一短がある。私にとって一番大事なのは人と直接に触れ合うことです。 

ご準備から実施までお疲れ様です。 

 

研修会参加者からのコメントに対する小林ＦＤ委員長からのコメント 

研修会へのご意見やご自身の授業での工夫など、多くのコメントをありがとうございました。今回

の研修会が皆さまの授業改善への参考となりましたら幸いです。オンライン授業にとどまらず、

ICT を活用して教育の質を高める取り組みを、今後も FD 活動の中心テーマとしてまいります。今

回の研修会で紹介していただいたような特色のある事例や、オンライン授業の課題など、情報共有

と意見交換を通じ、学修者目線に立って常に進化する教育を目指したいと思います。なお今回の研

修会では、予定時間を超過してしまいご迷惑をおかけしましたが、今後は効率的で実効のある研修

会運営に努めてまいります。ご協力のほどお願いいたします。 

 


	私自身は、担当科目の「創造開発」についてお話しさせて頂きました。特徴的な工夫を行っているとは言えないPBL型授業に関するお話しであることに加え、今回の研修会の主題にもそぐわないにもかかわらずポジティブな意見をいただきありがたいと考えています。創造開発の授業は、まだ改善していかなればならない点が多くあります。頂いたコメントを参考や励みにしてよりよい創造開発の講義を行えるよう取り組んでいきたいと考えています。

